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冴包厖中柚 Iも｀レヘ Iレ 210 p。（自然江知·↑”"像），，，分朽次のみ窟江 Ii, i象仕的錢， 住玲芹0\分

i｝て‘'望本れてい b 。

p。の／；；打沫として肩 I打 r5 Eしふoc←一心pム⑫～立：とを用い、わロバ（／D ー／3 I /0 -I .. 

G) の 210 p。澤液なうひ＂ ／：人肺試粁（ S ヘユ0 9)  I: ::,,o Po き 10 —/2, /O -Iうこ漆加したtち合の収率
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1 B 3 気偉計数法によるトリ今ウムの測定

労習茂大涅 〇米 l丑和夫 木越‘邦老

現在トリチウムのう則定のため 1：言知料の水素£いういうな気 1本とし-.:. ~身1 定す 5 方法が＇祓皆

ざれて、、 5。 試料の水tマク＂ネシウムぜ逗元して水索\::.しアセナレンとパラジウム泊滋こ

侠って工タンと合成し比例計敬管て'‘退'1 淀する方法はエタン Id-特性が~<試料力‘らの水素と

4 辰手つ lT られる丈また力'7、 2 保存しうる戻て，、現在矢a うれている方法として）もっとも

湛足すへ‘‘きものと売えられる。 本央、験 lむ従来の祓告て＂哨らか 1ミ示されていながったエタン

の合成の過社，泊媒の製滋， ナモリータ県の文 I, ついて検言寸した。

方法およが結果

工タン合成 IJ:市版のアセチしンポ‘ンベ‘がうのアセ今レンと言式料の水からマク｀‘ネシウムに

よ l) 発生さセたオ＜長ヵ‘'ス乙ベラジ‘ヽウムアスベ‘スト触媒こ便J利して合成させJ:I:例計数管 I, よ

リ君’I 定した。触媒の製法 I.I-さ呑ざまであると思われるが本央、験 I, あいて 1J. H.E.Su.ess 

の報告を禽方にした。遠化／ぐラジウム 0,5 ~ }. 1 tv頃雌 1ことがし、市販の本 9しマリン 37%
こ遅剥 I<20cchll え l 令のアスベストと入水 1 N 渋設カリウムをpH 8.0 位になるま1•'加え 1,.
汰失 rこコロイド状｀ベラジ｀ウムと母空乾煉させたもの·(ある。

C迅＋2H,.旦 CiH6 ~ lL の反応 7 ラスコにぷ，いて Hぇ 4 o o'ft¥ y.., H~, C国2.込 oo \'ll mHi 

屯反応さセるのに 3 0 0 m3 0) Iぐラジウムアスベストがあれ Iぶ'5 ~6 1.21便用出来， 9 t-% 

反応す 3 のに 3 0 分， z. ~3 吋l釦＂殆んど咤全に反応する。

カウン 9 ーに知填するエタンの青 1; 4 3 C ゎ m H，む順した。 1. T. U 以下の比 0 £り

発生させた H2.とアセケしンタン 7 からの GHサリ合成したエタン 43 0.,,,.,,.,H伊測定し 1::.
Iゞ‘ックク9・ランド｀ 1ま 12. 4-3 士 o.0 9 c p• m て＇、ある。 このカウンターの有効停ifは 1 Q渇

る、ため弁 3 ()がぃ H§ のエタンt入れ T：：とき 1 c. p疇 m.lる 1 6 ぅら•T. u に雑当する、

現在オ：知＜ゃ叩＜紅｀ Iさ穴イ苓ス O O T u．程度あると思わホるのて｀｀自応トリ今ウムと
痢定する峙 Iさ訊料と瀑滋するゆ要がある。
本実験 I< ;:/iヽいてエタン合成に使用したアセ＋レンは中転、のアセナレンボンベ‘力‘S のもの

て＇、あ~. このアセナしンの中の引4 の青， あるい 1ま ',.c のそによし） ／＜‘ックグランド＇ん"9支私する

あ‘1 れがみるが 1 つのアセ今レンクンクのアセ今レンとf吏吊しているがぎ‘‘りバッ？ ？’'うン

ド｀は一定となるの c" I遥 l"J:ないと思、〉。

パラジウム陰灼某の 1吏i利,a: /、°ラジ｀ウム(=1 1否が非常こ水音こ吸収す 3 、ヽとと秀土れ 1す｀メモリ

一勅累 1さ当媒乃ぇね 1-iならない。義lJ 70  0 C.p. n 程度のエタン£合成してJ-モリー効果

と言目•ヽ'‘てみたが 1古っぎリと景ぅ堵がねて、、ないのて、、1 の 1 0 イ音ぅ農ぃ '7 o O o c.p-Y>1 (12.., 0゜ c,

4-3 0 m -H9, GH6 か員）のエタンと合成してバラジ｀ウムアスベスI--'中心カウンター，

反li:_; 7 うスコの牙わ 1’｀れのメモリー勅見と諧べ‘た。
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① 人工の引と含も 7/<'£ if/いて本実験 I, 用いたカウンター (l t, 4 3 0 いが Hq. 0゚ C,

ら疇哨）に 70 0 0 c. P• 氾与えるエタンt麟しカウンターにもl.,て現1定 e行なった
往，言式配‘スt完全に徘気し li/し:·触姓： t ‘1 T U，以下の Hが3 より H迂発生させエタン合炭

C『100| // して現1定したt鳥合のカウント数（ I＜'ッ？グラント，、こ令
王）と 1国 lて矛、した。国がう咄うかに示されるよシ I, 触媒

(J')青に比例して、ヽるガ＇触妹せtゼ 0 1こした外坤値 IJ:.

通営のバッ？グラント｀、の通返なうないので船［のみに

よる\:. l;i ~ぇぅれないが触媒 1ミよるメ毛') -効果が＇

50 

100 200 300 

ー吋
主なものてあ 3 ことば磁央て＇ある。

② O -CB月うかにな ..,K 細社によるナモリー如昂ん＂虔、国をとくりかえすとど｀の程度きえて中
くかt筐‘‘るため Iヽ°ラジ＇ウムアスベ‘スト 2 0 0 m｝と 1月いて 7 o o o c.p. Yl'I．のエタン合成し
た仕 IT. u．以下の出 0 よリ H2.も発生ざセ同じ肖虫も見てヽ・エタンし合成して尭l定と行な）実験

乙<..')かえした床呑畏・ 沈 1 lfil・ ワ午， 3 ぅ士 1,1 c.p.m, ~之回． 3 4- ,33 士 1.1, ;t 3 国

2 4 、 3 3 士 o,5 6 逗ケするこヒが認めら水た。 しがしぅ瓜うー I~ ~あほど誨恙t"ないがら

この方法iてよるf tリー知昂Cl)陳五 1不実 1目的ずばない。

③ 次 I"- 祇吐以外のメモリー効果~ di- 3 ため． l"J.し＂めにカウンターに 7 0 0 0 c. p.)V\の

c.p.• 15l C2H6 t入氷た後，これを誹曳し．新た 1こ力 1うンダーに

I牛
G Hz i入れカウント塔女の 3咸ケと釦べ＇た。再ひ‘'琲気 l C, H. 

13 
こ入太て渕定するこヒこく）がえし．数（目力＂之：夕、唆し

IZ 
てあらうことによリカウンターのメモリー効果を完全に

2 3 4 

ー→ 1回数 と~ ~ t,(,"て‘｀きるしとが畔ん‘になった。

ｮ ®と 1司様 l：：して反た• 7 ラスコについてもメモリー効果£梱やた。 メモリーは③と 1司様

Iミオ］ 1日に 2, 0 c. p、いと示し，大偉®と国様にくリん‘えしてガスこ入水る‘えた場冷，澱 Iグ

を示した。

結言吾

以上の＇戻、周合がら＇輝這伐こに 1匂して次の心とん＇結論さかる。

1. バラジウム触媒 I す 50 ~ 3 0 0 呵以.l:- E lflいて工 9 ン合放‘ぶ容易に行ない得る。

国し＇紐t〗のくリがえし侠/fl IJ 1 0 0 呵程度なら約.2 1ｧ), '3 0 0..... ~が差没ゼ lo'羞這可能て｀｀ぁ

る

2. Jモリー勅果 I t 3H のカウント教の 1 グ。科た（ペラジウム陥媒 l O O 1'l'I守あたyの％）て＇’

こ水以下に下 1i＇る I て 1I Iヽ・ラジ｀ウム触牡 E 交換する I~ 字がある。

肖史t〗t交オ魚す木 I5" o, 1 ％以下とな 3 。 更にカウこター， フラスコ 1-;:、 アセ今レンなど＇の

気悴t入水て一夜放置すうこ't. 1-;: よ 9 う会人i:."兼桟しうる程度の｝毛;) - 0 、 o I r.以下に

下 lf＇る、、とがて｀｀さる。
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3. エ 9 > E)月いるフ゜ロホ゜ーショナルカウンダーにすJ 3H の逍｀I 定 1;; 1 t.. 0)カウンダー

(I 負）王） c·• l c. p. m.,,,.. Cf 2 T U.に相当する。
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1 B 4 核介裂む文物がら分離される放射性同位元素の比放導寸貪もの吏化

名エ言式． 甲 田姜 生

（日的） 放射牲同位元素 (RI) の製品には純度とともに比放射能が記載されるのか‘'箸

通 1‘‘ある。核介製生成物（下，p,)から担1本た加えずに化学的方法で介離された RIIi熙

担体 (Co.YYt eY hee) と書かれることが多く》比放射能 1ま一般には記載されていないが
，大評分の元素 1ま守定同位イが生じ＇ているのて‘‘厳菰にいえば無棟体て｀‘はない。厳窓な意味

で‘の無担体、RI の比放射能は時間の経過（ぅ成哀など）によって麦化しないが｀）少量で｛捏
体を含む RI It時間が経つに従って比放射骰を減bヽる。

F、 P、の中で‘安定同位体を全く生じない元素 11 質量数最、9、のところに位置：する王鈴9 とが
リウムだけで＇あリ、ミの 2 元素は厳密な意味て＂の無担体R I になリうるが，他の元素 l士す
べて仔定同位体を生し9時間の経過とともに大中に比放射能瓜吏わる。これまで‘F, P、から

分離された元棄の比放射能 11 Cs I：：ついて計算されている 9卜は 1まとんど‘文献 I-:! 見られず‘,

比放射旅の吏化のデータはさらに見当らない。

比放射能はトレーサ実験など‘です旦体の影響t考慮する場合に 1ゞ要なものであるがJ下 P、

の場合1まその化学処理や分離Jわるい II 自然界に放出された時の行動の推定などにt利用
できると思われる。

（か去） 枝介醍には実験や RI 製逹のために少量の核燃料を原手炉中に入れ， I o 介I:.

か 3 O 分とか＂短時間中性子照射して生成物な分雛する短時間介製の場合と，原子炉の潔

料そのものが‘たとえば‘1 年間にわたつて徐余々に均ー 1：：介褻した長時間分醍の場合に介けら

れる。：：の 2 つの場合に生し＇る RI は比放射能が莫なるのて‘‘別々に計尊を行なった。

(1)即時間介製の場合。 235U 1 7‘‘ ラム原手 (23 汀）が短時間 l：：介裂し尽したと 1段定

する。計算すべ‘さ元素の同位体を生ず｀るすべ‘ての壌吏系がJ t集め，各核種こ‘'とに壌麦系利

の生成重景(g)を｝の質量数1：：核介蔑牧卒と案し，て算出する。各系利内の核種の半減難

から目的とする核種の一定時刻 1：：おける生成量 2 計算する。一元素のすべての生成同位休
についてこの計算左行ない，同一時刻の生成量とそ,rl.らの集計から知る。時則もおおよぞ

均等に Io~20 美とって計算しJ生成元素の重量麦化の表£作る。

別にJ:..の表から放射性核種のみ左取出し，冷の重量と半減期から 1 の放射熊 (cl ）とす

べて計叩し＇て，同一時刻における総放射能と｛れらの集計から知リJ表左作る。
同一時刻における総放射能を同じ＇時刻の総重量で＇魯Jり，比放射能と得る。これと両対数

のク’‘7 7 用訊に図示する。また， I 枝種で'1 o 7,。以上の放射能さ示す範囲があれば付記す
る。

(2) I 年間にわたる核介製の場合。直持生成された守定核程の量 1ま短時間介製の場合ヒ

同じであるか"1 放射性核種の生成量は大いに翼なる。この計算 1 こ 1 ま, 23 門 U 1 7" ラム原手
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カゞ l 年間に均ーに介裂したと仮定し, 1 秒間に分裂する.235' u の量と言十篤し，これから日

的のオ亥種が 1 秒間に生成する重量と計算する。 この生成重量と同一重量が 1 秒間に襄吏す

るとす如ざ冷の核種の放射能が得られる。この放射能は放射化介析における飩和放射能に

相当するものであるから，この値に 1 年間と照射期間とする飩和係数を束じると核介裂終

y時にお、 1する冷の核種の放射能が得られる。以下，短時間介製の場合と同様に計算し＇こ d

虹全枝種について集計し，さらに放射能の値から放射性核種の重量を計算し，とヒ波射能

を算出する。

（緒果） 知を例にとれ 1ず 8 核種が生成する尻笑隙.1:.. 1な 3 平定， 3 放射枝種が対象にな

~ Jこれら 6 核種について 1 時間後から 300,000時間（約 3 4-年）の間に約2.. 0 時兵さと

つて計算し，曲線左作った。

短時間分襄の場合に 1ま，釦ll の l 0 時間の比放射能は /00 KC~/ g J,,j..,.l:..わリ）このう

ち /0!, 即 (Tt= 4、 5 k) が 1 O,"!.。 h/... ..t..なもめる。冷の牧， 3 0 時間まで 1：：大評分が町伍

疇度して比放射能は下リ， 30 時間以後 1 月の間 1ま牧 K C i/gの復と示す。この 10Z
虹は＇゜3R 1.t (社＝ 40d) である。 2 月以後凡 l、 5 年位の間に主として 103 RuP＼急速

にぅ咸表して数/O Ci/g-- になるかい） これかぶ後は '06知（ T出＝/ y)が 1 0 7。以旦占め
る。 I o 年後には 0,1 c i/¢になリ， 3 4-年役には 0, 007 ル以／g \::.なリノ自然に走
出する RI の法定濃度以下になる。 とt I>ヽく，核介製役 l 時間の 3 6 0 kcl/gから 3 チ

年後の 0、 00 7 µC.り伝 まて‘‘/4 桁にわたリぅ戌少の一途と辿るわけであるが｀，途中，各
核種の半減難に相当する時刻の前後では浅少がなだらかな碩斜左示し、全体として 1訂苫段

状に減少してゆく。
1 年にわたる核介後の場合に 1-.t比放射能は全体として低下するが， 冷の低下の割合は短

寿命の核種ぽと大きいので＇，核介髪後の時間が短ぃ往比放射能の低下は屠しい。核介製 l
時間後の比放射喩とは I、 6 kc;/ g- 召豆時間分梁I!)坊合の '/2 2. 5 しかない。また / otRu 
町 0 砂旦 b める範囲 I!消失し，曲線は約 1 月の間，きわめてなだ‘らかな減虹示す
だけて｀＇ある。 1 月後の比放射能は短時間分製の場合の約 '/5 t=-'が 1 年以.l:.て`1;t余リ差
¢W なくなる。

Sr い生ずる遣麦系列は Io 系列ある¢ゞI 3 核種l1 戻際上問題にならず｀， I 安定9 6 波
射核種が対象となる。この場合も Ru と同様な傾向忘示すが， 10幻が28 年という長半

滋期なたり教／ 0 年後屯なお数 l o c i/gという高い比放射能む示す呉が菟しい相速
呉て‘'ある。

このほか， 2r J Ba, Ce, Cs などについて同様の計算た行なった。
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1 B 5 L iドリフト Ge 検出器忙よる核分裂生成物の r 一線スペクトルの測定 (I)

東芝中研

日本原子力事業

0 大井 昇 田辺勇美 高柳誠一杉田 徹

松島安義

〔目的J 先 I" しード'') 7 卜伍抱に落 1-::.. よって．ウラン照肘k;_ 1 8 、 2 B ̀  s a, 12 日
1) 

30 8, 3四 8, 3 年経迪しに叔介製生氏約0) i森スベクト 1レの項Il 史屯行なっ R が ，今 Ii\頃

冷卸ti ＼り I 8 未油 (/0 分～JO 崎rt))の核今製佼氏均0) ＼線スペク~ Iレと退’I 良し，ヒ° - 7 9 

I司良を行なった結果 K‘フ＼ 1 -c.塞べる。

（文験） （1 ）照射ナンア）レ—---- ?3 ％汲維ウラン址岐虚 0.1^3 E 9た紋 K l..1J-ミ 3 セ K ものも

玖ャ机 1月也し翌射に 1fl ¥J R 。 • 

(2.）亜射 -----TT R.- 1 IJJ氣土麿（中拉令束い 10"/c叫a ．年、） &it)\) R 。照射復 10 介， 30 今，

I 的 I~' ol.吋 Iq, 5 対 1t], /0 峙 lり，J.O 玲内のi線スペ 7 ~ Iレの測足も竹な， K ぶ，私々の

約令， 1\今照射使、 9 1l.介冷広f' 'I\.介~艮Il 吏と繰返ンしls.... (/0 及,10 的 I匂冷衣r のサンア）し,;;i 30 

いいi、 30 介波I 良とし r,.)

(3) 測た．．．｀• 6"呪'P x I へ吹冷効凡およか‘'IO?吠¢ x4 .. 叫ポ効鷹 (M8823·午）の奏麻、枯じの検似峯包 If)

\l 、 ORTEC 103 XL 今プレア‘ノフ゜を用ヽl ．よ 0(] 吹． P. 1-\.A また 1-;i ,),!,6 ch. P、 H.A によ') 1i，1 良し K. (O 

~I  K,V). fJ絲 I又よるフ＂し— L、ストラー）しンク‘'た窃ぐ為 10.,....,茂のアクリ 1レ板屯すンプ）レ

と柊似峯") I打にお＼l た．

〔餌村） 扱今製 0ゞ 足って U‘ シ．ある時 1り経過し良後ll)令々の救府、製笠氏功の 1文射能餃

全くぞヽの放射能 K とめる ~I 令屯矛っしたものとして｀ Hunter- Ballou の釦＼｀ある。 しかしこの ®,3

げ50年迄り Nuc.l. Da.ta. l 茎にしたものて＂｀ また Fi ss i on 力‘ペー峠 K 行なわ礼たとi反良している底

奴ベ6)ような矮肴命りいい氏物の鳩，含 I<:.. I:;\ 肴効で 11 な＼1. そミて4 衣慕了の Fi ss.ion Yielcl 2) 及

辛戒飢3)II)データによって、 60~3.600年照射， o- /03,000必がfの範If\ I勺の十数美て＇の条点介製
生氏初の Nぶを計某 1, よ.,てi勺）、 そ軋も虻礎_ l!.して尤愛ピ゜ークll) I司良を 3T なった．計庫

綽系り一即たよ\ r, 毛了．

また 1“ル（揺 I4,6 介）一ん／た (14.今），’窃INd(I吟），咬6(/8 今）、／39Ba(83介）、冗 (/?hr)- •iNb(?J.令）な℃'(n, 1) 

反和て＇髪逹し翡る核棧の入ペクト 1しを和11べ刻良し rejere八ce として 1司 \1 I',. 支りに堕射、ヤ")

碩応ぅ二）し左． He. sは蛭pして得た棟介鼠が入の l 線、スペ 7 卜 Iしも叫足しr--,.

［文酸命呆］ I奇 I I這色射笈 30 今のi．．一● :r..ネル共｀＇又ベクト）した例やする。（村良む素ぃnm り
F¥¥IHIJ¥ c 3,()1e,v (co-S'IJ)) 

（参考文献、］

1）ヤ？国放射ィヒ摩討硲会千稿集

J'-Nuc.l.Sci.Tec.hnol., 3,200 (/1:)66) 

2.). S. Katcoff "Ha.ndbook of Nuc.lear Resea.rc.n Al/I> Tec.hnology" Nuc.leonic.s p 163 (1966) 

~)."Ch a.r t of the. Nuclide.s" Knolls Atomic Powi:r L o.b,, 了th Edition (1964) をiに樗、用
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因de~垢°む己雪°ぷば霊ct n下：d：唸芦霜°n (q 
Kr-87 0.80 1.63 
Kr-88 0,52 1,17 
Rb-88 0,17 0,87 

悶塩 謬 ば
Sr-93 7,75 3,11 
Y--94 4,83 5,64 
Mo-101 5,03 4,44 
Tc-101 2,59 • 6,92 
Mo-102 4,88 3,05 
Tc-102 5,06 4,92 
Tc-104 1,61 1,73 
Sb-129 0,084 0,70 
Sb-130 1,19 2,01 
Te-131 0•56 2•39 
Te-134 3,88 6,75 
I-134 0,52 ｷ 3,02 
I-135 0,35 0,87 
Xe-137 5, 71 0 。 29
Cs-138 1,47 5,41 
Xe-138 5,66 4,77 
Cs-139 7,68 3,90 
Ba-139 0．哭 3•58
Ba-141 5,38 5,79 
La-141 0 ,21.  1,05 
Ba-142 6,82 4,28 
La-142 0,90 3,17 
Ce-146 3,28 2,69 
Pr-146 1,08 3,58 
Nd-151 0,42 0,91 

irrad, 2 h, cooling 

丈
3•58 
如17
0•35 
5•91 
0.09 
1.03 
0.25 
1•36 
0.oし
0.0? 
0.22 
0.52 
1•30 
2.90 
6.62 

13•5 
3•34 

5•43 
0.22 
0.02 
8. 50 
0.74 
5•16 
0,055 
8.00 
1.25 
2.13 
0.o63 

counts/ch. •[101Tc ＼租芯言よ芯下゜f gr翌S f_i_ssion四oducts JO min, 

c ゜u n t s / c h . 
104 L \-8:8:Kr 墨： 142La 

105 

104 

心••ぺ “’Mo 149Nd 
ふ••••••へ、•\ 88-7Kr 

• I,,.  .... 、 +134I

• : .... .., •• ,....、皇；＊ゞ•••へ··
700 800 900 1000 11( 10 k.e.' 

103 ・・・ペで？
ー一．‘.• .. • :_... ... ̀ •. .. ｷ:ｷｷ 

100 200 300 400 500 k.e.v. 
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1 B 6 Nb ..q'1わJ yｷｷ N&-97-m 17'1噸史

序、研 森ふ正雄 0 芥オオ幹 石森畠へ評

l.f'-Nb'<- OI 相五介雑 I二つ‘‘て 1よ，吃ー 99Nb : --, " 7 ，夕＜の執店が見 C f' 3. こヽ和宕で｀

11 ゃ；＂月の姦い N□7 みよび Nかり厄を孝訊特 7 あ 3 □'1 9｀ら今婢可？ ニヒを全 8及に恥1 F 1史

訂 l fc ~~屎， わよびfのみ｀L 立て-r--f＜汀滋 1• より 1手ら-r- K Nb-9伽ぁかび Nb ?7 試科t用 .., 

れら'『-スペ 7 ¥-- Iレ 辛戎哀月1' L らべ.｛＜窯名果を発表す 3
悽

心0)す法； 7 、＇I 化 7［素統t ：禾1)hl Tc 頃殿ーリン酸 r リプf-)レ (TBP) 条,,あ (r i 2r たよ
が地 n 釉広々夜訂 L -p;_＄呑泉， 7 ．ソ厄k 臀、蔚足t加え 1 いくと手可‘・み Nb とt ¥り担出平，1 戎＇1/'

す｝が o., M 以.t.1Jりえ 3 と 9,1/、なくセも史賭‘範困げ｀月 17‘、）ず‘lか み0) -r由出平 I な渇'),- t，屯~ヶ

｝か 1c 対し， 池の 1 ャけ上昇ーしていさ）今配比- ") I直 11 例え 1 ま．、 3 日フ｀｀9./r:.木束酸ー6/'-/.塩湧支一雫

尼？oTBP 系では約 70 にな；。 ―すミ？条f千で＇正の介位に11 1-.S X I{)-2 r＇あった。 グこ 7" 2 う

令if t利約し 7 ヌY し Nb q今譴t -f全訂し沖 l 国のよ‘)なわ‘玄：糧立した。

唸ぷっペアにつ VI て行った杓討~で＇ 1, 咽 If夕団のスクう已｀ング莉楳伎で‘，。ク9);J...l:の収

年を示し、 ウ‘・っ子の 4 線啜吸il!)、1菜の利定o‘ ら，で文作‘i』とよベ ― l直勾］ j,J象点入ェネ IL ギ＇

1 』t必 K． ナ r< 瓜迅す：匁，- 9X,b' 混合．抒J h‘ う勿:~, l 今禽it,· t 、北叉＂あぃ Nb °‘1名ゥゎ 峠拾

清靱 1. :'以.1:.で｀あ］こと 4‘｀示 r -r--た。 こうす怯＂待紋 Iタフ‘‘I it:..7卜索艤を用い］こ~ 1" 

あり こ.,,たぬし羞具なt‘ヽ↑剃、均 1千あ 3 柱度も-rt r,;: "'が｀ 二「？ピっ‘•，克 1 オン沙鉗閲戌 d

頃向 1 J f.._き，＇がら 1 = T 7｀｀のコp 1 ド｀ ir-t筋ぎー』一淀 n 徊出之-r- J /t:序荏 I` f系ったあ 12 11 

肩女1) t‘•あ 3 乙？ラえウれ 1, 1 f< >忘t辛で•あt冗P lt比＃史的や（品で；；り ~I 火葵， 羨祇圧など｀

の•）‘也項も＇ lr 、ともエーデ 1レ',‘t‘‘にくらべ`良好で使用にi更,PJ 1·· あ 3 。 ｝た袴イオン交衣

町旨 I2 よ 3 分甜滋とくらべ｀ても平す｝時 1刃が症く，箔 1更であ 3 ． マらにこのす法 11-

Zr /)1--レー寸詞製にも:Pl ffJで. "f, '回の T 6P --F田出戌の水祖 I: 、8も粋な幻r e 9o % &J..ヒぅ牧甲

で；農陥 1―•z 1.(-'t I i.il石制の操作） ニオプ‘-97 のキ裏史に→ヽ｀ 7.  穀枝樟~で‘J;:, 2 

妬7 ~校今裂以ぺ布 2 顔杞ウうンとシ砂穀と 3 浪合わをJRP-1 で 2 峠門照紅 L 7 i名「'° -l, ")が

ら炒森，1訊嗅辺q方波て‘. "月可｝が， あ 1 い↓-; Jゆ•バ月ぅ碓鍍ジ）レ::, "" Iレt JRR-2 奇送咽で'20

7J' It\照射して 1各 rこ0)ち 沖 l 図q矛怯で• N}-97 t 9月咄 l r T:ｷ r 相をげ、1 1 、放身iや泉計測，'1史

甲し K. 3 99 x 3 " Nq I(n) ?')ス 9 1 レで用いて栽1 定したす卦哀スヘ. 7 卜 1レ 1" 11, 砂0/ (/,クん 0,8ぁ I,03

M収V I：支伶’c’- 7 が終のらI"'-/ ~ぅうちtJ. 7d H屯，，ヒ‘-7,1-池—9r ，くよ｝もの ('`.6 l ` ｀と d9..

洋残栂q紺杵がらふ氾 n シト K ． ナfc 伶ぅゎ rぐtも変、曲＼；知解手斤げ数ぇ落しつ今裔正あよび'N疏

に起困可｝名半痰莉戌今に対ず］袖正t f子っ rくのち F烈NTlC. -70'-/- 1/. 9 コード't用1/1 7 印杵し

3 日？癌1定の平均t l 1 73.'ltf. !/)、()µ今を伶 k, ニバつ｀｀- 9 7 伍0)ェ衷変 l こつ\.,\ 1 : 

廣97 ↑ tt令と）噸c I こ l て疇し T<. f＜ゞ手戟期が＇約／今で、あiので＇スクラビ‘ンク＇’つ国粒）す

1 回~ L r~. 椿う卜た吠料＾ t-スヘ＇？卜）し 1 i ().76 Ha 『 I こ支をし．° -りt麻司i. : ")じ':...7 
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1 1-時）n t'l.もに， Nb-17 り(J,6¢ He『のに'- 7'; 1夕仔可 3 ． 壊史曲叫解行： 伶

ZバNb 1ooｼTBP が らやf< tll)、さ泉から Nb梵~に起国ず；岳手救翻戎介t差
t麟唸4HF かぶ‘じ？てあ6グ“-HF で' l i1 < ヒ，オ初出 r；；的／0 分メ碑 11 曲埠 I で}/J, -9りの半邁

加住荘9ン賢註沼·C沖 虹 T｀汲安す>. この Nげ 7 今モ l? / Nが”,,,. t和出す 3

TBP 相
Nb 

ヽ MHa` "4HF で‘
2 ~ 5 回ス9玩｀、／？．．

ふ‘)ざぜ｀ 2介

山吟磁（仰90広）冷

H以O

オげ
100%TBP ?• 
数国や出

I 

区而，，五西＇＂註置峠門中 1二屯成した Nb-97＂登ヒ，

紗出伎 1< No-97""- がら生成す 3 Nb-97 q骨とqキ I て

+i 3 。 ：の）訂 1禾t棧式的 I= g入＜ヒ炉 2 団＾よう＇ご

な 1, ｣r Ce,心クの孜魯咋内を 2~3 今 9 あ： f直

ふ｝狂：迅玲迦

l 牧 It])

7k 秤
z, 

I"' 決め 1 史駿を行い）．冷 9クれの牛残靭t 0-?, tJ,7 I /,0 

I-/ I I・ 2 今とi反足して Nb-9 グm がら生成す 3 Nb-9 クの

わ成r/l)、§泉tい炊遣昨 n 中に屯成した Nb ― n ピ Tぺ

L 令わせて全 l李"l Nbｷ'77 1° つ＿いての屯成— r易虔 OO 、i泉

t 1号}. この由綿を担出伎ゅ今以吟 1•' 知） 0/告

繹と合わぜ 1 Nb`17 の券井t差 L 31 <. 
水fij
Nb 

9ツ平なうlT'
白全皿中で茶牝

l 卜Iしエンj,記t
、ツ平~~/ヤ色合豆町‘｀笈党章打目
所足ぅ洛液I這ば行i

§頂］，所足")i冬
液,,森栂れ 帝ぅ卜に Nh-17況の予要史曲＄皐を絆枡 l f p、合， 0、？ ` --

各i反危手成期 lこ灯応す 3 手疲店月 0 1直t絆 l. 直")

沖 1 図分離諫if 斗牧期＾直で 1 り·求 h らゃ叶厄／イ反足 l た手戎莉
比，＇卜、
I 、20

1-10 

l.oo 

o.q。

0、 80
48 54 60 

A,=(45 えr. Iｷ.l.16) 

A. 0 (t4秒・噴2)

A I, （ゆ朽． o．q 7°)

A~ = (66 秒． o. 1?8V

A s-= (7ユえ少• O, l? I り

の比 l't 1 で’仔す卜 If｀なら r;: "". 沖ぅ図 11 ~ ">比~ t 4 ＆定 l rて半

吸判の的情｀ t図柔 L 「二 1 ので 図がら軍q辛救紐と I 1 錢． I I 
ヤ 3 OO 

57、 4 秒‘t f卜乎｀に 1阜 l, 牽ぅ計算殿（紐杵し 1,珪果

夕回の平均として 57、 ?5 1 0, 52 1少 をク手た。 こ"l 1直 11-今うて'‘

叶 7mJ吐 ＝オ7'‘呻＄ ニオつ｀、試料中 1 こ 1 ま 汗 bヽ→ら＋｝ b:｝田
N”`I a7（心）喝柔ヒ

As , ¥ ~~'1心す‘うの Nb q 7 の生口芥
85 ⇔中 c砂から 衣とがみら1--1

6ヽ 72 ニオ7‘h故射能 祈KI: Nb97” 

平心 。 呵(H:)ち吹 ナ 2 回タイムスケジュー1レ

B1 =(48 抄・ I• lq O)  
82 ュ（外秒• 9, 06o ) にf各ぅ卜(< 、‘゜土 8 秒'"くら、•井翠 I＜来ず度が｀恙ぃ。

Bl • (60 秒． O, 't6 o) 

8 4 =(66 秒． o. ?72)

8,; ~ (72 秤． D. /f OO)
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1 B 7 Pa -2 3 4 m の壊変

（原研） 石森富太郎 木村幹 〇佐伯正克

（目的）短寿命核種Pa- 23 4 m の半減期，および r 線スペクトルの測定。

（方法） Th - 234 の 7 N 塩酸溶液から，デイソプロビールケトン (D I PK) の溶媒抽

出を用い Pa - 2 34 m を分離した。

Th - 234 原液， 4 me 匠対し D I P K 2 ml を加え， 3 0 秒問振りまぜた後， 30 秒間遠心分離

器匠かけ，分離した有機層を他の器尻移し測定妃供した。

抽出から測定妃いたるまでの所要時間は 2 分前後であった。なお Th- 234 原液を 2 時間

以上放置した後，プロトアクチニウムを抽出する場合には， Pa - 23 4 の妨害を出来るだけ

小さ〈するため，前もって 1 回抽出をおこない， 1 5~20 分間原液を放置してから抽出を行った。

半減期の測定には，井戸型 NaI(Tl) ジンチレークーを用い， 6 秒間ずつ 12~20 秒おきに，

Paー234m の放射能の減衰を測定した。

r 線スペクトルの測定匹は，¢ 3//X 311 円筒型 NaI(Tl) ジンチークーを 2 5 6 チャンネル波

高分析器に接線して弔いた。試料線源はジンチレークーから 3 cm の距離に固定し， 8~ 1 0 

分間放射能を計数した後，ひきつづいて 8~1 0 分間 (BG)+ (Pa-234) + (Th- 234) の放射

能をさし引いた。 r 線エネルギーと波高分析器のチャンネルとの直線性は，試料線瀕と同

位置に標準線源を固定して測定し求めた。

（結果）井戸型、ンンチレークーで測定した 4 回の結果を， IBM7044 に入れ， 72.913

土 o. 21 3 秒の半減期を得た n

r 線スペクトルは Pa-234m の放射能強度があまり大きくなかったため， 1 回の測定では

ビークの計数値が小さいので，何回か繰返して計数値をためた。高エネ）レギ一部分は，約

2.5MeV まで入るように波高分析器をセットしておき， 20 回測定を繰返し，その結果を解析

した。約 1. OMeV 以下は 1.2MeV 位まで入るようにセットしておき， 10 回測定を繰返し，その

結果を解析した。 さらに Chance coincid.ence およびエネ）レギーに対する効率等を補正し

て相対強度も求めた。結果を第 2 表および第 2 図に示す。約Q.5MeV 以下は制動放射が強く

解析不可能であった。 Sample No 半減期（秒） 誤差（秒）

第一表 1 72. 1488 土o. 2 6 2 9 

Pa-234mの半減期 2 74. 0461 +a. 6110 

3 76. 4829 +□ .9462 

4 73. 9897 土 o. 50 61 

平均値 7 2. 9 1 3 +o. 213 
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第 2 表 T 線スペクト）レ解析結果
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;5' I 図 Pa-234m の瓶県涅甘繹果（一伍l)

104 

ピーク エネルギー (MeV) 相対強疲

r1 1. 8 7‘ 5.9 

I 
* 

r 2 1. 7 6 3.2 
--- ----.  -----•ー・・ •一•-----••一

1. 5 5 
** 

i r3 3 。 4
, 
; 

r4 1.26 4.1 ; 

; 
r5 1. 0 2 1 0 0. 0 

r6 o. 7 8 1 8. 9 
t 

r7 0.77 34.9 

r8 0.6 9 8.7 

* 応と乃の Chance coinc idence を補正

** 石と石のChance co inc idence を補正

5
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3 B 1 コ 9ゞルト錯滋 n ,r，、'Iトアトム化労 (AZ I 象位） が‘Iレトアフ：：ン雑福 I< ゎ‘1する滋素
のホットアトム 4 I:.乎

京大・羽・化 肴森信房〇嘉永 1建．令田希ナ

且旦 l””[ 1これれかil't 11 フバル1-アフ：：ン＄和品集りと初 [Co(NH3)3 X]Br2,3 (J't.｀の外国

？名 h 1 フの伍， rJ紅v i‘1 松 1 みうク肘杓且象の 1ヽ ヽyトアf-ムが翫 4t } t "してラベル 4寸鋒

保［ Co(NH必 Br*J 2.,. をら 1’’る l'{ を l1 i‘めて呑及者(.,, 1 ら(-:. z r,ようfJラペ、 1レ付鋒 1チ＾庄成

収呑（翫住み収季） ¥置 1勇 1 れるi!It 1ウふ X ^'卜庄惰ピの浮］ 1季 K クいて樟討を行った。f-3) メ／
詩稟 I1 ， 贔召t }収第はクーゲ＼．I ~を哨係 "Co- X 絲与の窃危授（1i =;t'.,,ヒ労系列）ても， 1 fっ

善t 1t }X 中の 4祐与康ナピ晨事ホヽットアトムの 9滸，卜名 19f桑＇にガげみ工矛 1レ令、一渓梵＾奴1 麻 (1

”れ 1'it曲すらすi直）ピぇ高ぃ 1月同々i毛を項する z tが、行、 1 れ 1-z • l ill iうf↓ 4 い学的困ふ

t初我訂届ふのV\ 1，·れの号!j 1/~ 1,. ~い 9‘ t雌；； fl‘に 1 る 1-t.の， チ線が 1す，同杯fiつ I i'iレト

アン三 7 銹,品/) 1品りと籾， [ Co (NH必 XJ C22, 3 1C ，，いて 31ば (n, 1)'’c t 及た l: i 9 ぅ 38C£ の釈

伐｝収角 (1 fJ巾す [Co(NH糾む］2十のま松収弗） t森のた。 両tit } X を考えた場 ~I<, Co-X 

＂付北 AI::労的fJ宅足度 1ィ見化祝l t f品化淑1{ 義 l1 fJぃが， 1和委＇モチルのi i直（す 90”8r 11 X ビ

叩i1 X ì Iす思，わり直にfJみの｛， 由菟にクいて雑 1司 I日 1 ゑを比 9を 1 れ li’乙れ 6 の系t：紐る

ボヽY トアトム及た（とゎ‘l↑み..t: ft固ナの 1科Il t餓 8月 1 る手 9: tJ‘’l,t褐しれ h i｀ゎみう。

f駿ガ沃． コ I＼｀ルトア 7 ：：フ雑福哨！仕訓[ Co (NH北 X J Cら，~ (X = NH3, NCS, ON02, F, C｣, 

Br, I 1J2.) n §名晶tセ肴ヌズ労存、 3 ガ籾え所 TRl~A-II 型序J· Iげ＇の回和訊糾村1 t｀・ト、、ライア 4

ス瘍ti i 40 秒‘!!! f:I (表も中か茎｝桑～夕 X IO"” ん切ぞ see.), 3 た 11 i豹t洋研え枡サイ 7 " I-ロプ

i!l 8e-0 反 rc による中村茎｝ tハ・::, 1 、1 ツi｀ぅ成凜して差湯i‘l~2 S奇南！、！争I tり子 7 た． 照，i1 1足

たfi‘91: 7l＜ぅ零視！ピし， P晶 4 オン麦 1亀ff1 計iヵラム・ p霞ィ

才？を 1曼和昨ヵラムを透経し 1、 e n t扇いて迅迂 1J付

狂t i子 1 1-t.. 1f雑ガラ広 11’"£2-4）ピ l'J'ゞ同絆ずわん。
I-

“恒枚，戌ィオプ， ？象 4 1 シ 1 q 7 ラ a フ n 激り打をと 4立

20 

配

それ；‘｀れシンオレーシ 3 ン 11 ウンダーi｀祁l 足し．”“

(”'y)38U 和::, I~ より笞戎しr-t ”“n 勺石 E 菜 m rっ·

('’は uA タトのうク 11 能 11 7 シ 1｀ルチ¥ネ Iし張高1i 1fr硲の

便印fJら-,; ("" 1稟哲曲砕 n 紐枡 I< よりf含、いた）． 1 た？易

イオ/ 1 ;; 7 ラ 3 ン中di 1殺,11 Ci 11 比迫グかfr戎幻にょ
り症tしテ稟絲希t求V') 1-:: 。

竺• 見表の 1`‘yトアトム反『V ＾場合t m、T、ぅ7“
(n,i) 38 C.1.反たい＇手ぅ虐差 n ふットアトム及広 n t易乍 8

両t｛立み収印け甑1t } X の利名l I< J,て啜 4 と 1 み z 'tが

牙、 9 ,i1.fゎ

。ー

ナ
収
ぶ
千
‘

゜・
。. 

゜. . 
゜“p 

卜 、

゜

`•o 

゜

・
。

O'I  I I I 
65 60 55 50 
ナー9及収第杓幻n1"ht凡 101¾ec.

Tl 図：西t1tが収存ピグがI::労的
名足度ピI)同 1糸
(O 79Br(n 9) 30m8r 

l •呪L (”'7) 38Cl 
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オ／囮に n, [Co(NH必 X] Ciz、 3 における 38C£ n 面titナ

u這 (TRI G-A- JI,ドライア 4 ス湛肖i‘の照肘のり直） t 

fCo (NH油X] のク知ぃ労印宅走度（オー V及牧営 n 村匁の

1和 9n 秋）に 11 して 1゜口、y I-してあみ． 比較 n h n, 

[(o(NH必 XJ Br2,3 にお 11 ん 80”8り釦t}牧祁 1 同じ厘l

l＜示した． 1 た， 1 2 図に 1す 38は (n` tかヽ9 80町37) ^配

41?}牧禅t, 32ci (1 t lす 30訊 Br)'! X 11 1名!j J,~、J n 191 

咲モゲルの 1 4直！る対して 1 口，ヽ／卜してわみ． o 1直 l'I

ホットアトムが一日の］蛍枯t街亥'i‘そう表丈エネル今'­
の比存t示し，ガて式i. 5 えられみ．

i= J/. MH 勺'(M+ M')z. 

rっだ｀し M, H'11 それそ‘訊ホットアトム1-i'I vｷｷ X "'1笈与

液各の貧骨f‘ゎん。

20 

8
 
0

0

0

 

卜

10 

翫
作
手
収
委
し
劣

。

・
。

゜. . ゜. 
。。

. .. 

, i 1 | 
o.6 o.t ｷ,. o 

Xn f名5 原1 ビ n 復f委'n iii

't 2 國：翫it}収痒ピ nl t n 剛、ネ

{ ー 79Br （い）＇唸
• 31C1 (19) 38ct 

';f I 風 1 2 図がら雌らか rJように， 具毒 1‘`yトアトム
碩tiセ｝収奔 o 湯合に l1 ケか吋的老在怜ビも 1 i直ピt高ぃ 1月~':tj手。：月；れみが， 38Cl.

＾過t iセ｝収毒 11. 勺光 4い咋配1 名走度ピ" 1司i系 11 ff)'Jり睛み侑f’fJく， もしJ, 1 1』¥,1)租浮l が

名し｀ z tが｀示 1 れ T1.。 l I) Z 't 11, l J1.らヽ鋒f届 n 糸 I: h̀ lfみホ、ソトアトム反広If) r第＾

化汗的祖｝の 1；忌'} 1,佳くす走するわけて、、 1i rJい 9\`, ‘k （ても 1街委｀そチ、Jし＾ 1 1 直 n iぅfJ 4刀

衣gg.'J頃みの魯与の言彙性を示り姜 1 る 2 (1) ¥秀ぇられよう。·
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5) 内渇』 日 4と互， 83, (/952) ; ~- 61 I (1953J. 
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3 B 2 コバルト錯塩、の木、ットアトA 化学沖 22租
ヘ午すアンミン 1バルト錯塩にお（）が知昆照射とアンニーりンク＂の交ヵ果

理研・東入理 斎篠信易 0 忠評静子 忠永達

b: じ hl ：： ] 
知3秘事vl て rコハルトアンミン錯塩の中性子照射によ｀ I) 立す・るシ又砕と卜うンス｀

J1本7 について籾告 l fこか;) >tの立て', 6OCo ll) hし挙分弁の再現性が｀よくな vヽ旨を速べた。その
原因直成の一方法として 1ぎ屋照射厄噸岳た。ュパ）レロが幻経射I~ よ 1 生成した稚々の
疇杓への‘゜らの分和 lJ況（九 r)‘ ゜c,, J拉ら(nJ)60加C。あ‘Jク9、 ¢omし上工う‘を0 の 3
つの枝麦援＂経（：：ものてある。今 1 訂 1 コバ）レトの en., r) 反）応による寸、ウ｝アトム 1叫葬
として 3 つの旗反応の殺·ったものと紀訊 L ていたかい）今囚）各々の扱反応の奇与がはほ｀ど
れくらいかを評1西した，観如れる‘゜＆疇り今が生（叩）紗元と¢幻臼~""c。の 2
つの復夜泉虚fこかのてある。[ C。 (N I-/必げ゜切 13らにおいて釦呵3r の技釈叫阜叔l こよ＇）
生じド[ C。 (N t·-h)ら~08r]ユtはアンニー）ングが速いと考t告されている。それ級この初
の様、幻応による魯令を記面することが必要てある。

［輝］
[C。 (NH,)、](NO;z. )3 ば [C。 (NH,,）、］は 3 も A~ ND:z.と少量の水で‘戸混せ口合成 L

再締晶 L た。可租秒和）咬収スペク)--)レ 5 と）最大唆収入ぺJ卜）レガ‘らへ芍サアンミンコノゞ
ルト錯塩であること研虐認し， 1 I:1直分枷こよリコバルト）窒秦および木麦:<Jy含骨を定
量した葬果純島訊叩あ？た。試料は原子炉の邊記6 るいはドラ 1 ーパス、湿度て｀ I埓た

十祠阻国lに訓 l i這糾I;;( 知心ー［ Co(NH'3)-t (NO心］と必—LCo(NHぅ）4（N位）21
拉袢も含む氷汲ゃ LT、水に塔解 l ノ靡巖あるいは氷て冷ゃしながら 1 オン文捩分離 l Tこo
カラ/4, 1よ／ ’7t?加況 x¢ J'加況＜嗜4 オン文援樹脂ダイヤイオン防ゃ l00, l00~.2 00メッ>..::J..
ナトJウ A-11')の樹枇疇（ん L I：：。ア尉む史埃叫紅ラ A と直列に応オン支捩樹脂ダ
1 ャ 4 オンt A 芍 I, 100,0 200 メッアユ）埠麦形も含むカラ 4 20切mX 幻0m況も接挽
した．諏捻夜をカラムに通 L, o,o ち叩塩妃ナトリ加洟忍‘、先った。甥イオン文砂
昨這1 オン文提樹加：：：啜着されは v＼化摩程（お沼らく [C。 (NH3)3(NO心J洟九広な立
呼と）仄＇わ這麟浅着3 れたものを a叫虹デ必｝と呼ぷことにする。
闊 4 オン文捩旅抽ヵ 7 AI j o,5M マ n 、／蚊ナ □ ウム落浚＜｀‘菜直 T：：。晨初l, Cダ，次l：：：）
tmか[ C。 (N 由）4 （ N鱗］十 l 襄[c。 (NH内 (N0心」寸の順序＜｀紅知かに虹環t
辱打う嫁し， b°しの笈軒釦測足した。

珈＆の l碍分和と核畏性咋族杉 1：：イ辛ぅ化洛凌屁足を調べ｀るたあに l ci, [C。 (N鴫J(N越

もドラ 1 ア 4 又平で 1噂覗即［し／直ら I秦餌 L 才知ン一J口 D 水）レム．溶峯如’'C。叫抽瓜
した． 6゜叱。の C。2t t C。(]I)への分を単今ヤンネJげIJ...高令ふ謬で項筐た。 6r>.吃，ヵ潰＇
妾しf魯Iミ幻らを唄促t /言t箪 l 迂Jよ7ら (nJ[)生 l ：↓~ 6°Co の他ぢ笏沖を求めた。
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疇の試料鯰叫訓 L I 紗疇輝l f.::. o こ 0)波置時）胴に¢'エ噸砂極
杉い‘こし，あとに分雌さいる拭計ばと‘‘復夏性、体転私這るi碍効果が多く 3 いい＼るこ
とになる。

［結果と方案〕
a) 原位中の：麟墨討し，約這輝品く疇 l I遺蜻釦口証諏加 lバJレ
卜刃噂脅 ll c/tとし〈ダ0 、 b0炒，リテンン 1 ン饂が‘--f-{)ヽ辺ダo と史験の，ぶ‘’
とに変化した。こ-({. 1-i原子炉中、、の町い困け応是など噂秦ヵヽト・ノト r ドヘ心に
易響し\.いクと思の札る。 これは謬 R- .l. d') ついはJRK -乙（は践j L r蜀，二そ辺）胃 r,;. ~ 
囀iて｀l J. Co.2t-としくそいそれダふ砂;) 27必と差があることガらも研らガ(‘のる。J {-:.. 
照身打且気送渚内て｀｀も，培内の廿1の位閏心＇）が‘叫 IJ刻定1』がl0 ％も変勅ずることが
誼炉れた。さらに返射授のアン-=- -)こノ＂（こJい (l4 ，夏と冬で lぃ刈らかに差翼心りJ
砕行っ 7こ実験のデータ 4＾はアンニ—!)>Jが少ぃ。
4 ) 匝砥叩ヽ· --::.—リング｀£ぐ｀きるだけ伍い l 、ーの I こ）釈がお温度設位填角ら
にドラ1 jィス中に、＼収ノ可能なかざJ早<... \人夕分｀,t, F) 蜻也 l 7::. 。その続果 C。吋と
して 63 o/90 ，ら（皿） とし (23 o/()となった

C) つきーにドラ 4 ア A K品知照討し分雛fる屯ドラ1 f1 人中 l ヽ坂墨 l' 貶叫ゎd.
虚射径のアンニ—Jングとく、、さ{;i rぷ］おさんた場合には C。J. t力‘・汐らグ。 Jプ;... a Jン）且
が IO o/o とr,;. 7 た。
d_) J;「こ呪。、 n, r) 00 れC。 による b0穴。のりし量l JC.。ユtとしく 70 "Iヽら Ill) と
し1. 3o cfo とな') 1こ，

e) 呪。‘り） 0°Co l ミよる1,(/Co のいぽ分和 1 こバくは｝ば;L-tの令弁 l直も令肴紐fl匂ぐ
70 tJ、1 卜し介離時）旬忍〇｛こ袖汁ずること l こよJ）・ヤの直応叫"32 グo とは） ／ミ。（ I団 1)
J) [ c..。 (NH功］ （ NOz)3 を涎討LI アン＝ーリングt lこのら品砕 L J bomしo v ヽ＇フゞ

）レしに L bO 氾し。 (N H山］ lNO:z..).3 屯譴製 L ）ドラ1 f 1 人＇中ぐ／ 00／か孜置しく力‘うオャ
三ン一ノロロホ lしA喀浚ぐ C討を分離りるとグ今o の C。パーがみぃ［：：：．、されに。こ d) 戻身灸
叩 b砂じ畔戎問J:J\ I(). J-分し＂採誡化ぷ籾 K ハ 3 忙 IJ短か‘1)、••ノサ摩 1 こむ
ずかし＼）精度のあいデ‘プが‘49 られなかた。

火刈この曳険かう”{._° (n,n"o叫、。 応（n, n 吃。ゎ｀よぷ ¢り、た。工T ク b°⇔
のいずれの様反応でも，アンニ—JングをてさiJ /~，＇「ふ， L ると C。..2.tの布、だがクヽレ30
％にrJ- 3.::... とを知心。しかし武計平て‘ば卑温て．、も速ゃかにアン―- J〉/"が進汀し）
ば芦 C。(Jll)貯らリJシ戸ンの砂Jに戻｀ること蒻認めに。従） （｝この種のii'、‘;, }--

アト勺只い史験の結果直釈するにあたっ (I J I アン＝ーリンカ‘・溢紺中の試粁＆どの時
き認冷紐したがについての十二今な了｀｀ータカ、り噂 9,、あることが結靖さ小る o
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が生子懇射（た[ Co(NHっ）6］ (NO;z.)うの 690 の 4も浮分;ff7 (ojo) 

令子炉 J'R R-2 JR R -I J R R -l :r RR-I 
星材時l旬 l 時）旬 1 時）句 5 今 5分

！竺註易度 炉の量度 炉の番度 炉の温戻 ド｀ラ 4 アイス

放直時 l旬 2 日 I b 日 く I~ 分 < IS分
加ヂ必 4 4 ~ 0 3 

ふ砂9一心ヂ 4 3 3 2 

ら辻 窃 4:Z 63 > 4
杭込2況 夕 3 3 

以込 ぶ以れ以， 8 n 8 ~0  

応胚 $"/ L/-3 え 3 I o 
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3 B 3 熙機化合籾におナるフ、v 素のホ、｀／トアトム化学 I.コバルトアンミ注昔士亙

（埋研） 斎和言房・〇宅舒文取守部静子•島村斐

フ、、澤 I!他の I ＼ロデンと 1ま開→た化学的注質左市すことが多く，ホットアトム化学

の対象としても雫味が万る．有梅フッ表化含物 1：：つ＼ ＼で 1ますて｀．1 ：： 1 1 ＜っかのホット了トム
I) 

化学的研究が行われて 1) て，裸識‘化含物の詞製 l：：：利用セれているが＼悪磯化含曲 I~古げる
2) 

フッ贅のホットアトム反応 1 こっ＼ I て 1まきわめて瑕皆が少 1 ）． そこて｀＇，熙襟化含罰につりて

フッ寺．のホ．ットアトムに学(J')珂究文行川也(J)ハ □ ヮシにつ＼’ての＄配足と比軟丁ることぱ少

圧乃 1 5 ぬ完咤：が万ると港え，奥•表古•よひ逗．守．についてよく研究n 行われて＼ I るコ l\,1し卜了

ンミン詰逗にお I I て 19F <m, 2m..), I ワ 0 (d...,'l'1..)およひ＂ 1 ；； 0 廷，m..)反応·の結果由成する
1~ F n 化学的令布芝謡べ在，

〔実繋〕
試 料註逗試料I工よく戻口 5 れた方圭に従→て樟製 L' 水衆来の可覗スペ 7 卜 lレ l ：：：ょ

1) 同定 l' 化学令相：：J::..,てc'..o, i=, N 主定養 l て践度立詞べた，すべての試料1::. つ \I

て和度 1ま乏qq Z て'•あ~ t=. 
照 訂（ I) 19 F （凡 2り＇斥反応：埋研鯰匹サイ 70 トロン！：：J:: I) 加速され

「=3.S Jv1e. V 重隆子で金屋リチウムアーザット炉酎駒する慮 1 ミf昂 5 れる迫 1 中・i也子で試料

芝 I - 3 a寺間照訂 l た．中性子束 1ま～ ＼〇ワヘ／砂～2• SLe て＂，照釈 I工官暴：：お I I て行われた．

(2)l '7 0C o...,m. )18F 反応：約 3 1'-1e. V a-i貫鳴子て’'試料左 S 令閉照射 L 在．ピーム5誼'1ま

0.0S  ~o.s 戸 A I 砂ゞて＂お→セ．照的中の温度 lま者：嘉にリオ I tr-リ布オ I ~ I:'毛のと宙定さ

れる．（3) 160 lt ,=)12 'F反応：誌逗試＇科芝炭酸 l) 千ウムと式‘骨比で I : 2. I ：：ミ毘含 L' 土放

大学序．研の T l<エ Gr A JIの回転試料珊 I こおいてドライアイズと完：：： 5 分間中惟子，照町 l た．

中性子束 1 J:S- x1o" m./砂"-'. s. e. C.て'•おっr;.

化学令雄：照紅 l~試科I工水 l：：：フッ化アンモニウLi'（ごo (NH 山'FJ (NO 3),.ｷ H~o, 

太・よび口、‘I ;_..ェ IL--逗盟芝加え，アンモニア 7にて＾ゃ H ~'9 -10 I ：誼昨 l T::考走：：；蓉解した． 心

幸庁母含 I 二 1まろ逗 l たのぢ， 1 %オキ;;... :...--7 ロロホ 1レム年夜で現II 宝パ炉言 1：：在る r‘M;+'

60c；十在ど左袖出院主 l f=,.,K.祖屯クロ D ホ Iしムで：距華したのち， N^ 形の慌イオ‘ー交喚

桔1詣のカヲムに通 l' コ I9゚ IL-トに記位 L て金昔瑳イオンて作→て I/ る '’F 立汲捨さでた： カ
ラム 1 i炉青—のア‘ーモニア7にさ n口えで 7に立通 l 7 、v 寄．イオンとして存在する '’F 芯ミだい出 L

た．通過茨のー郡と布詣苫測定試料と l 花．

枚射胆瑣’l定 N 久1.夜出詈＇と単チャンネ Iしさ皮高合祈匿＇ヱ甲 I I て'l! F の：：肖病丁綿定瑣lj定した．

~ ~ I:: l込平 1 ：：応 L,．て教茉曲認屯角ヰ祈 l て 18 r=の六釈能定中めf:.

〔結果〕
3) 

各反点につ I I て 1昇ミれE 結里苫配位子収率（コ/\・［し卜＼：：ill已位 l T:c反躁原子の南l 含）
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と l て〒す．

反応

Iq 19 

F ('YI.'2 '11.) F 

1'1 0 (ii-.., t¥"¥..) I? F 

160(t,m)1ff 

照紅 l 7=:金昔逗

{ (Co C N H3) 、J F, 
〔己o(NH,)rF J (No,)._· H.. O 

｛〔己o (N m) 、 ](N o 3) 3 
(_ C 。 (.N H3)i-FJ (N ら） 2 ・出 0{ ; :。 (.N H9) 、J CN  O 3), 

（己。 (NH,hF] （図 o,)... • H... ゜

〔宕宰〕

配位キ収李

5'.3 士 O. ¥ ｼ 

＼ワ． 8 土〇． 3

2 ~ 7 

5 ~1'7 

~ 5 
~4  

〔己..,(NH 3) り X, および． c c'.。 (.N H 3)); X J (N O') 2. (X = a.'Br) にま•\ l て， X の

(m.、 Y) お·よび'(凡 2 へ）反応の結果注成する反跳原子の反応 Iこう I て 1コ I I くつかの瑕岩7\ヽ．．
3,4) 

万る． 報皆さいて l Jる應已位子収卑 1ま核反応•お•よび・（＼口 T'’ ンの種類 I：：オヽオ',h s ず，

(C 。 (.NH,) 、J )(3 てば 4 - 12°/4,[ Co (N H3)ゞり (N0,)2 で千数：％て名る． ：：汎友 7..I 子の

（れ， 2,n,）反応 1 ：：つ I I ての本碑究の結果戸ヒ軟丁ると， 7 "/ ~\：：：ついて守 1 ：：：呼晏性 1ま見 5 代

丁',屯しろフッ賽，逗壼．， 臭烹． 1::: つし！て同打のイ已含物lて"1工大き守痙オヽ．．万\Jよ'7 I：：：思われる．

(人.,.,.,_)反応て'•I工懸合犀および枚打繹令岬が I I ；；じるしく，予想．でれたように再視

性が｀わるか→f::. L か l （れ、 2 m.)妄応. rT)場合と同硯l ：：：奴こo(NH3).. F)CNO,)....H._O lf"I方が

〔己。 (NH っ）、J F~ よ I) 芸直已位子収幸芝示 l て I I るようて＂万る．

(t''Y'\.')反応の場合 ll'鑓嘔と定酸リチウム/J')湿昆、含吻て’'の不西ー祖反応て'.,,. F 反跳

原チのー郵ぽ炭駿りチウ々の和宕晶の中 1：：：留→ていると考九られるが 5, 1昂豆れE.ii!i已位子収

率が誌逗の結晶中 1 ：：：古げる 18 F If)化学的令布を直存手 l て I I るわ IT て•I 工Tf: I J, L 乃ヽ l,

(t,,.,.,_)反応の結果生成 l T:. 12 F en 一苛がコバルト廃子に配位して I I るて\:'.. I す誼オヽて＂ある．

〔文献〕

l)A.H.W.A 知＾，Jr., B. i<o c.A、，丁． Ko 巫ぺ幻辺ユ込八，了． A=. C.心小． So c::.,.'.J..2,

豆4-"'I 8 (I'1 ~ s). l-1. A,,.J....,o...n. > P. N ~"',丁． Cしが． P~., 立， 1 8'可ワ， 2 勺的（ 14 ヽ2),

J. A.,,.C 厄叫 So<·，紐， 2 6 ワ 3 (I "I 6 2.), I.~砂,.丁． A 日よ· R＾人．エ co 大o 一＾，土、 I I'9 

(l q 6 3 ）・ 2.)P.B.T"--"^ —, A ぃ土～ゴー～へJ". Ph--で．，le.'"3'7?.(\'9的）． 3) N.S~、

H.S 心0) T. To巫必ーデ＾） 34L. C戸—. Soc. T勺屯^,戸,'2.O(l"\60). 4) N. 

工し伍， K. Yos区知心， $.Yo.が呵ふ区、 B叫．己~.Soc 了"'---r-'屯，廷， 1 牛 O

(l'l6I). N. $,,,_;_知，T.丁 o,,.,.;＾＾ア＾，日． S ~ 0, B 以必．C.~. Soc. T叶心，芦，

63( 旧 6 '2.）． K Yosい立～＾、 Gr.H~炊， R＾と。必,...;,......., A 込＾‘.L， 6 'i? (I 呵 6 3) ,f也．
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3 B 4 紐Br標諏奥4tエtiレにあ ltる核町＇生体転衿叫ヒ珀的効果

而北大理 塩 IIl 忍信 ／＼木益男 0菱沼 を

1) 節m8埠識有檄臭素1ヒ合衿 Iてあいて 1な 80mBrの核堤沼イ科法務によ汀娘の so 8r Iま 9夕を要荷

を蒋只烏果的にや BrIす今各内クー P ン反発1-:: 佑る反淡エネルギー E 偉~う＼ミき‘Jることか｀｀克
えら'f\. },;). ＼そこで心の遁の反躁原ふ叩ヒ洋的岸向を廃甲するため永奎々の校反応ぉい‘｀秒、種
I-::, いマ、 負'1tエ＋）レ疇\::.あいて皮較検討t試み応

2)如tエ午 Iいま布叛品を恙留 l＝より梼製 L. か‘ス 7 P 之卜り‘‘うフで続度屯棺足したもの
汲）判した。

細譴識臭代エ今）し；釦ヒエ＋）レを原祠原只J R R - I 気送培で 30分燕射 l、力‘‘ス
クロてトゲラフで分策することに俯リ 80喰標識息代エ今）しを得冗こ小を試料とし臭素ス、
ヵヘ‘ンジャーを茶加 l 、 2疇疇1紅謬嘩ナトリり遠応翠庄＼ L盾様屑ホ、よび煕楳渭
に合抽 l ／熱鏡域反哀、布｀よび｀熱外領域麟収率を哉めた。直履\;J:瓜I グリスダ）レ＼こよ
り＇その減哀鯰澤る 80 Br(9 窃分）虹又から＼その有叩収率を寸‘tめた。
一分復4ヒエ今｝レヌ＼口影ヒエ今）レー臭素に否 9ヽて＼i中‘『生手発生装翌ょ l) 偉ら中る 1+ MeV 
中牲号燕飼こよる氾(n 、2n)叩m13r と弓 1 甜反~くり珈Br(l.T.)r813r みび‘バラフィン烹遷 Iミより 1年
柄中‘l在手0)吠請拉竹 Br (n, 『)iorn Br 及い‘9113r(n,r)82m Br と 51 線＜疫門ぶ（ 1 ． T、やBr 研初如L`
9てついて 1司稲に如瞼を作った。
3) 負素又がべ‘ンジャーを恭加し均い系ドおいて信ら小た全有微収率を下表＼ミ木す。
細い釦紅が゜ 13rは半栽罪が‘I i分と短いため個々の生嵌物0)検言寸＼討応て記ぶ、こ(J)
\.T壌変 Iミかる全店職収率は'31 、 6 O/o で‘(n, 2n) 反応 (n、す）反炭の‘そ小と大さ厄相吋It均応
応スカベンジャー曲線から求めた熱外領域反煎収率t呼収冷｀如喝一致し辰。細恥核異
慨囀屯におて 80 厨玲が＇罠荷で帯い＼＇そパ鰈紅内り一 lコン反発によって疇I.知し
ギーを得るに到るが‘｀そのエネル翠ーは敬十 eV 程度である。一方枝反記：：： ＼勺束する簾素

IJ)反踪エネ Iレ¥，ーはこ小より 1stるかに高い。 しかしこれらが共にほゞ I司程度の含有脚疇
古よい‘'魚屈麟収率を与えることは こ小らのホットアトム＼ま共に低エネルギー令困威のみ

にあいて学定活締合に入るという従来の知応一致すること疇している。

臥上のミどから紐lB心枝堤I生件釜藩によってもも良枝桂）守十分丙及甑エネ）しギー包偉、核

反炭に由来する反跳原手't_ l!J紅同様町違的沿動をネすことが確めら m た，又従茉知見のほ

かった')? \3ャ('\'\, 0)的r反沢の 1這的勅妥についての知見も得るこビが｀ていきた。
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表 嬰累\-:::ついての知0)枝反恨ほ疇恩麟疇に応t這栂暉

芍化を屯たら可桟壊変 有栢薦収叙°/o) 熱外及記）又率（％）

＂印n, 『)iomBr 3 0,8 17 

81 8凶 n r) w Br二 ~Br 30 、0 17 

| n，松（ n ， 2n) f/ 8mBr彗rrisBr 3 S--、 I ['7.5 

C晶80mBr上□ 80 Br 3 | ̀ 6 l 7 
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3 B 5 14MeV中I生み核辰応における及跳原ふの初謡過社）こ）如す 3研究

ま北大・捏 迄II) 考信八オ益男暇沿東海〇合田明弘

旦旦：枝反応直後iJ)残｀笛枝の初甚恥苔社き肖平明す 3 矛一

渉としてサンドイツチ型薄膜ターゲ＇ットを）用いてその

反 5itによる説出ぁ＇よびそのす向＇庄 1こついて特に校討し

た． 及雖 1亥辺事力のナ勾庄 11 理稀的に 1; 次のように方え

るべ＇ざて＇＇あうう．白． I にあ’i l て堂心の速度を玲，老心

系あ＇よ u· 史荻宦系 Iこおげる生放核の速度をそれぞれ咋‘

' Vs とすれ 1 ず｀ ec.M t eし． 1:: I 文

tanoL = Sin 0、凡
凶9/v; + co50,日

Fi9• 1 

B
 

ぇ
ツ

＼釘 e
_ 

➔
＞
 

の）釘f系が成立する． 、、こて＇ 屯/4,~ = r l:'.すれ 1i枝及応• A(a,&)B において

Y ＝｛贔計よ｝お
となる． ここに E Iま奎心条にお 1tる反応前の全·エネ 9しギー 9 /vi 1-. 幣そ敢， a,.- 技反応·のQ

億である． したが＇ 7 て E ポー＇定 z’' あれぱ•• r 倍i,i 1亥及足·前後の礎景敦 n' .r-ぃQ 1直に 1衣存す 3

ことになる．社 12 の r i直にク寸す 5 9C.M．と釘との 1肉f条さ見 5 と， o=I d)~含佗琥笠系におい

て最大 90゜まて｀｀の翌育力が可貸tてあるの Z", = I を境、 1こして運動す向が覆なることになJ. す力

わちに/ IJ)喝合 1古， ＇戻蛭差条 1こおいて 1す 0゜ガヽら 180゜まて運を1)こ可貌であ 3 から，反朔核 l ;t

入対粒｝す句に）釘して前後両す句に援出されうべ.ぎこ｀＇ある， 1 だ r ?I の場合（す 90゚ 〉江ば許

されなりので筍方のみにすなわち後 Tlこば枝出されないiのと松待 5 れる．一般に('ll, 2-n) 

反隻('Y1, p)反応·で ,r,>I, (n, o<)及応て，． lすに 1 となる。そこて―.63C., ('11，加）“伍， 3 ／ P(n, o()切，

叱('11、:Z.'ll) S<>p'咽（ n ，p)”Mjおよ U', 2ワM(n，メ） zµNa の呑核亙た（ T"bl, I 参照）について反班萩皇

粉のテ句性ぷ涅論的に翻待·される迎りてあ 3 かど＇うか枝言すす 3 と茨に及絨戒む現象のクー

ゲ＇．；；卜麿ざ 1こ吋］す｝依存性についてt合わせて検討しだ．

皇互51: サンドイッチ型薄曖？ーゲットちっく＇）， ターゲット面と直角す向に D 丁反応か

ら得られる 1生 8 凶V 中性 ➔ (中性ろ史 5 XIO'7?t /Sec/~町）を熙孵 L, 照射後サンドイッチを

分雌し，ガ＇ンマ謡のう9'j足から熙射逍後の放射乳をそれぞれ求めた． ターゲット物歿 1すマイ

うー箔に真＇セ蒸羞し前後に睛し出する反琲後をマイう一与らでオ扉届 L た． なお銅， リソ古• Jび

ア 1しミニうムクーゲ'.'J 1--，な昂設品II)金屈銅，赤りンあ＇J仄含屈ァ lしミニウムを伎用した．

空這： T叶 le I Iこ示したJう 1 こ r> 1 である (n 、 2 1'1.), (n, p)反 I記にあけるみ班残翁核（了肴］オ

のみに， に l てある (nぶ）亙危·て 1す的後面方向に眈出す 3 ことな喧旋·ざれえの汚磨のせ邊

性水示ざれた。 たとえば｀赤リンの為合そのかンて甜泉スヘ・？トル (1r,•3. 2 のようにな 7 た。
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すなわ 5 筋すにぱ（n,2'l'I.）ぁ• Jぴ'(れ，o<)反危反班核が茨ねされたが，後方にし；；りl て＇、あ 3

（位訊）反応及班咳 11枝土されず（ n, メ）及足·及刑屁支のキヵJ安出された。 ターゲットぎさか

た今薄いとこうて'Im［出す 3 反跳技 1-;tその母さに依存する． そこて'?ーゲ’ット偉さを牲IZ.

に度化ざtたとき股むす 3 及峨技1J,:.'と＂のように笈化す 3 かを詞べた． 63 C«（'rt, 2叫‘乞反た

及誂枝のi鱈，新方に脱出す 3 及糾枝 Iす唇でが堵すに従いj曾加す 3 木あ 3 唇ざ以とて飽和
1こ達す 3. / Jりそのときの序ざば最丈工学 1しギーの及琲椛矛星に加当し本史疲かまえsvoA

とりう偽t f尋た。 1 た 31p (11., ~).aAi.友たの 1易合序ざ宏界に血いとこ 3 て⇔の AT/A 1芭（全

放街乱に対す 3 ター'i''1/ \-卸分 1 こ我‘った孜妍訊の比）から枝反応追牙と（て吾砕晶税只’約

15 ゆを占めていること灰示浚された．

丁吐l e. I 枝討した核反応

棧反応 卑栽靭 Q唾 (MeV) o 1座 軒匂熙孵崎瑚 残弱叔脱仕方向

梵l{ (1'1.,2.'l'l) 6ユし 9.9,,. ー／0. 8 38 I. 3 I, 20 m 栴ナ

3/p ('\'\,メ)咽 2,3 1n - I 、 ?~o 0. 1,/ 0 IO-,,, 新後函初匂

Jlp ('i1.2n) iop :z.. 6 "' -/2,316 I、 70 IO"' 即上 オ— 

'7M ('1'1, P) 叩， 9. 夕況 - /, /f 3 タ /, 07 

I 
20"' 薪，す

”Al (n，メ）吃Va /5 ん - 3. !</. o.s3I 4 { 桁復両矛向

Fig 2 31P(')'\I ol.)→ 8Afぉ駆'31P(Yl,2'YI)'゜P 辰祀： 1J＂ン唸累又へ°7 卜 Iレ

^ ょ
\/ \ 叫 (n、 2n) (Yl,O() 

辻！
1.02 トワ32

ヽ

捉
8 ヤ

栢

40 60 80 JOO 120 1牛O /60 

キャンネ 1レ番号
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3 B 6 フ‘` Iコム＼ゞ｀，じ‘ン・のヽ＇：ヒ，．：沿液,~、お I ナ 3

＼んし、 Y) 反応,),t i翠的勺泉

東北犬・涅 埠 11 l 恙：：；，仇阪誠舒， 1和尺餅・殿，江賑 1支国゜位巌た叉

角撼＼ ＼ー！，｀＇シ•91 ヒら秒）の反砒祇今.'Dがこ芥 I-)-, ·9効果につ＼）ー(I9よ、 こ肌よで主として全有

偲収．平が論町，t'心とさ札（文，・ミ C しかし／とかう、最近り鵠，ふ究緬泉 1本， このような企届

阪払牟の—卜ぐ Iふt 1) もゃ碩 1て及跳．~; :}-")にか疇到Jと追岱§ることが困難で、あ a ととと 1J、 l

，＇ぃ·，::.../也り瓜ット了卜凸，に 1学槃•i致： ＜，検、かl 2 れ§立/~ふ―ー）に、店株 19 1ー」1•ヽ，｀に合拘 1ミノ＼ \ 

くも、例えば親ガ手収浄のようは 個人の＊成勃］，、 Ii」 l くノ検討也iJrJんる炉芍 Iぶ•あうと、考え、

t fし，，」。刹 I―y」は、 及イじ上→‘j-）し Y ゞ＞じ＇、涎滋⑰及紅，f、 9ヽ、ゎ；冷；J<／；也 1: 述の,l.:ー）な立喝 1·; J:;,I 

て検討し、 ¥ I ，、 5 人‘0.J,,n 見と図fミ 1: -)'-̀ r.1'-1・‘ぐ•‘じ‘-‘lミ氾―，ーJ込注呉よi'叙令IT) ·I に 1竿納蝕果 l ミ
9) 、\―`’屯克 lミ、全杓抵4詮 1てもと ·I‘ ヽ知見を― d月 51J‘I'< L て＼）こ幻が、 今回 1さ？‘U L¥ \`—`’し9 : 0 

ベ‘ン込‘：ぷ．ふ迪，て，｝、 l (, ＼冗(")及応 1ミふ，a．又蹂食沿成令勺祀上、:f 1しャー及心

ー，人、こ れを='~lべよ＇さ浪食：出収未g披討 l 1ミ．

史験：l" y_,_ ""-、‘＞しA 、, ベンむ:::- Ii祀分蹟製 L たしのこ用、＼，又誤 I本市漿T~紐呂吃のま
)‘‘(1 ！ヽ＼ヽン℃ンど—\‘．・ビンのふ、 立う Iミセれ，ミ及訊と益加 l !ミ呑ミの試｀糾也や

英了こ, _,,)し，ミ減圧，セJ,\. L 、J k k心く） ｝＜墓咲さ，1 ，が同双羞）区‘闊度．ぐ楳濱i l 7ミ。沢 I`、‘i尺ガ、、‘,

ば煤 1: 、シ ·o3,V'しぶ(3 `J．こ約定で・（虞版）も：渥、柏 1ミ令雑 l て それぞi/'L ")放身I 月t．ざ，測皮し―ー（全
有腺疇と月（ヽ。 l ; I疇、自挑尾の一針·’.9ヽ r }J’'、人ク 12 <. I、 9,｀＇）フィー,,よ，（親分jに柏苫

すー3 9))'、? --i．ーミー今収しこ｀森隣ナ収末と比破射能かう汰大｀に従ン，（求わた。

親分手収率＝ （親紅手の比放射＇能／もい凋拠層の比放射月g )X 全有総収率，

又高エ．子）しギー反、い這這、そ汎ぞれの涙令沢 1`”)‘＼く碍ぅれ 1遠臭祟 l、カベ‘::.ジャー叩いの

掃｀沐，只と L こ：K‘¢ 、疇ミ。

誌集，．芍，染：下‘\』'入ゞシ＇ゞ｀ ＜、 1-．誤・｝｀ •ふ I火＇、和〇え瓶人JJ \‘— 

化~訳·,に o よう心；文，乙とふし；ー、(,f I鴫しこ，:i. ¥.1. _;\~ ~)ょ｝し分iミ） C

文元、tむ枠＼, L -:、，：互～ ：ヽ·, : -v :‘袋苫入、r,efーこ

序こ：：9＿ \‘ンt':-‘ー：勺瓜~ o I対添iキ、 91I -I叫の命猿ょ：｀ぷつ。

目的：

結I.,‘f JL ャ•‘

よさ hl ヽ 9 :·’< r 

·‘｀し」・由樟、 1i ,1···Ll で規格

との規柊．1IL.LKI直こ記エ、子 1しギ｀—

1·,,. ＼・‘-及応収令.._ h噂·うjした。仝親分＋岐

↓たそり氾f....j" Iし 1ゞ． 及、応，べtご．

',)')収ず． 6) ぎ．が鋭，．l/i合・i)を8 J.‘「'しずー及応

＼・； • •こー、漬．ほ 1:、 •,’F. l : 

’がヽ界 C 訳：、ぷ H怠諷、や込・1’ ．ん，;, ") I よ＇紅•J.L.,‘f" )L ギ｀

J,z_ °^'1·ふ，、サ 1．．むう>l'L 、‘11 Iふヽ＼か‘、 9ふりこ唆 Iー、お、｝ （も、＇＼‘.｀し'‘.‘~

親分令の熱.L．．ヽヽf IL (·).、ぶ杖和 I ミ、 ＼‘‘じ‘.‘o i庶J .5. 1 よナ）しゎられ

•,‘’‘ヽti．又姿、よ、―j1 二：泣 c 武、母（＼ ;’ ヽ 9 ヽ〉．りし '-c 

＼又芯，しよ● 1マもど．＇.\.'). 式） ・らしIf) Hf}_，謀．し＂ざ―‘ 1 、. ;)•：、の減｀ ll ｀ざ，i、 L

9
 

、
,‘ 

::,‘-'—. ヽ l ：，よ、 ヽ‘` : ~`` ̀  ーダー

i‘9ゞむ，I， '3 、 終: ;.、子 IL t̀ 

江し入、べ‘：い＇ン汎合未·ぐ‘`

·i’‘、 すヽ‘~― }‘u :-'ヽ、〉ビ‘：勺砂夕るものとサ lふユれ＾：，。沢 1ズ払エーネ 1しじ·、女，応 U文沖 I てー／
ヽ＼くは、応 It灯浮..ビst r↓中⑰ ／梗竪iミ~)てよ］｀えられな観分かり知梓 I~ 丸二-刷〇曲棟 b lミ↓）

てふy.“.,., t)  I こ、苧逍l I直と~兎 L ヽ 1 料達が誌ふられな｀こ〇差畏 1ま、 WoIt3qng - Est厄p <I) 

}" 
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衡史槙型以外 0 機作 I, J:.,ても尺ら 2 肛るもめなリ、：昆合系尺お I\ て 1古、条萩‘分肉り胡旦

作用か躁:f;. Iミ収痒 Iミ景が宮とおcl: I ふ｀ L てし）なものと思わ孔る。 このことにつりては．前 1配
更化工手）しの、、ンビン翠翌<f) t見合iミfr、した、 二採の反．応逗径、＇りなわち， よ l) 恙ヽ）工オ）し

干‘ーだ負濱で、の反祀 ‘C ` よ l) 杞工7(- Iしや—・・に直、冷如咬・（‘の反応が、 オヽ虎貼辻点果ん‘5 も恙えら

汎てふヽ＼。 ま E 競分ふ収率が全為拠収半咋で‘占める劉合は、従来高ヽJ 1直であることが胆ぅ

れていたが、ふ庚験姑果て、しは、 これに及 L ー（か「ふり低り（直が得 5 虹た。立ら 1ー、親介弓、以外

の生成籾と L •(、ご‘}’\、J竺／‘、シ包、：も認わられたか、その収率もた芝な卸分芝 L わるもゥ

では T.i--ヽ＼。

1) 塩叫• 1E 藻・秤沢・皿曝ヽ｛桓藤，卦 9 回淑身寸仁学討論会し I9 65年 10 月広民）

2) 塩 III 、イ丘庫・ 1幻籐， 日に:J!1 1 芯耳会＼／？紅｀五：日i大汲）
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ぺ‘ンセ‘ンの濃度（モ）レ介率）

外：ー図 仇‘全純分今収卒
b: 親麟欣熟エ手）しギ＇ー収卒

゜0 1.0 05 0 

べ‘ンセン呪、製及（モJし介率）

斗・ニ図 Cl,:軋が令の妬1..、T-Jしデー·反応収采
b: WoJtj知g-E↓口piミよる収卒

145 



3 B 7 ,{オン交埃和桂和の木ヽ．J)-アトム化学（;r12線） CY(III.）→ 51Cr(ll) 合、にあ'1r る
杓判収芋にあよ 1ます烈、射温度→影印

歪嘴詠廓珂 0 松浦＇辰翌位々木あ

履［予ね組 Iれ呵•N叫． c¢em.1止如ゑ 111 CIm)] I::.あ｀いて） CrCH,o）：万 Po吟虚
X8l?-1iットと I l TRI GA 型原ぅ丈戸のすーマ IVコうム内にて屎射 L っっ O. J..~ Q01 

N {)を厳紅諄紐と（て通 L て 1 5ICr ヵ,· Cr (H,o)、2., l:'. L て生じた士のを Cr{)[)-A矛酸コン？。レッ

クス Y （て吠孝ょく L 1)、i苓｀農線叱て、今雄で＇ぎるこちならびに位溢むり，痰射ぅよ c~ 1. 

図）によって低溢て烈射すうとり文合，ょf氏千すうが｀ parの n tfo r況でJi ~ Cr叩）63十イオンパク

貧A 方—/ヒ")ん翻恥麟が齋しく俄↑するので'i農瑞叱 I り増加す｝ミとを毅告した。

今国ば更に貶根［ナロ設 Ra必｀ ocL.加｀c久 Ac瓦疇l 庁］のう成によグ／栂昨違度を弯
ぇて疇ー粒度~ I月 1ほから 17J虹収年；求め／ こい夏屁訊 lてよってや何に度化すらかを
しらべ'r2 。

屹の峙果 lょ:t 2.図に示す本系 lこ）こわまで·の／ rことえば CtCC,D心3- A オンこクーゲットど

I t:..喝合と今＜莫リ）牧孝 11:樹脂の粒径 1 ：：：全く依存せずノ屹tて Cr(][) サ＇） ^ ｛わか文'1よ
熱射温度とと↓に上昇了 3 ことが＇わがった。又濃塙叱につしー、-z. Iょ苛線同穏，樹胆直左 1 ：：
叫ねもず＇照射ぅ鯰度の上昂とともに菟 l く（氏 1、した。
t ：：うで') C鵡o)、3t臼→ Cr（出o）、2..-f- Cr) ぅ麟 lぃ尋麟であるから／戌i直

察したよ‘i l こ／足、り射—湿盈浚が｀阿＜なるぽと｀‘呪ICr1..tっ生戊景が＇増加したとヽ\)-号史 1 .rJホット
7 1｀ム邊桂の初度j疇（叙‘乏 1ょ転靭牧孝クをt戸いma［及たか·兌った記知り文字と文級 L て
‘’る）ドお、、て）、懃ヵ令的戸胚＇餃立す 3 l::芳えてよいのではないかというi腹（ら＠）：：
叩0ぶ C。(Cふ）3圧斥 Iっ仁、、 L 提直 T. M姓Su l.,( rA 知o( T Hasに曰oto9 /3虞 Che.,, 年．Je,仔h.,

碍｝守J 5 裏ず I t~ものであると芳えられる。すなわも／ もし熱ヵ苧的乎灼°‘成□ 3 と
す~'('.)反辛と彗との 1匂 Iく返た't HOH の元

ム k＝一旦＋心．
RT 

が叙｀立し／ （、‘`て• K ノ R, T はそ小そ•小 7文応 (I) の平衡定淑）気｛年をあ｝某む髯及であ
'),) ~、で•C/ならぅ及誤全蚊、物Jr c~吋のみて‘•みうとみな l て

k= C1：と 1 てば恥疇
C戸に以浮 3 粕合

さ◇、す,rL 1-iらいゾT 'cは直、堺町年ぶ得られぅ筈で•ある．オ 3 図/c: 1.. ")フ゜じツ）～ど
示すか~)：：ゥ祓斜から LIH l ぶめ 3 Y +5,0 k辺／加ムといシ／む：：：得られた。 ［た 6ヽ→って

定吐的/: IなJ:速今i及設ぶ放‘立っと芳ぇ L よいとおいわ水 3 。

なおノけ酸以外のi店雑哀（マロン蒻／千酸~)をもぢヽ，た沿合） ：！ヽ'‘ツナ、！と身すのデーダー
との比軟芹につヽヽてむ報告する。
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3 B 8 144Ce(llll-D丁 PA 錯 1本の B―J畏変 I ―s: 1半ぅ化字的効果（吊の 2)

（東北大理） 湿J I l 考信， 0 入森 詭

（目的〕

前報 1) にあ‘いて、 出 Ce (Ill)-DTPA錯体 (DTPA: ジ．T．今し：トリアミこ五酢酸）の B頂哀変

1 こよって生し寸;: l44 pr の化津的茶翻＇を検討し「こ。 しかし凶4cc(111)- F--DTA 銅偲、系で得ぅリ l 1< 
撓樽すばわち B―j襄変によって生し＝ ［：佐4 Pr I迂，舘疇分手内愛う授受によって中間錯体、を

っ＜ n, こしl lか令解して一Pr3t,こ＇よるどいう檄様m ば1Jでは説明さ u l ぱいことがわかっ Tこ．
ノ'i'J oJl"J Ce(IV)-DTPA 斜邦本を用いて， そのも·:定性（分岬格濱勇），分針生取物の代芹的性哺

および Ce l IV)-DTPA - Ce(lll)-DTPA 儲儲間の電サ段叉反応椴槙直検討し，その結果に基ぃ

て出Pr の化洋的季叡l (1)品度輪甘浮骨打を言式み・「く。

〔餐験）

匂 IV)· l)Tf>A 詣ば、 n 分軒祇構ぱ， ＇ I)'た々度去により僻灼し 1 ミ。 しE: (IV) DTPA 儲1本の分＼解

王取呵｝）｛し芹的牲哺およひ童ナ授受反応根梢は、 出証を卜 L ーサーとして，醗ィオこ交

涙捌瓶去＼ Dowex 5CW-X5) にょ n 検言寸し 7 こ。

実験 1stす Y て？51 C 、 5°C で行ぱい， イオシ歿度 rJ稟化ナトリカムを用いて一定 I~ し，p H

の混1歴に 1‘d ，酌酸虚蕊衝充茉どをf更用し八

〔結果ちょぴ考累 l

1) Cc(IVl·DTPA 舘体 (CeY―) /J)む足性 Ce il Vl·D「 PA銹

ィ本は， B音可でば比較的げ足であるか， 光の琵在に』り足

やが 1く分解す 3 (オ l 図毎照）。暗阿 I ミあ l了る令僻速度

は， \ l) 式で表か）了叶しる。

-d l CeY—ltot / dt 0= k' [ CeY——lro t

応〔 CeY-) +給〔 CeY·OH2ー〕（ I)

だ＇＝知＋均~ (2) 

I + K 〔〇げ）

K =[ Cey. OH2-J/ (CeY--J (OHー〕（ 3)

T こゞし

-?.0 

玉
6
0
-
l
 

-2.5. 
-0-＿＿ヘ

＼。
-3.O 

2 3 4 5 6 

pH 

才 l 図 CeY―の分解速度

C CeYう＝'2.00 x ID—4 M; 25ーC 

見， だ 2 j; J:び k lご、 せレ｝ ＼そ渭 l 2.5 メ 10~3 min~', I メ ,o-3 m i nー I' よふび I 08•5 と求めぅ此し 7: 。

ii) (e(IV)·D丁 PA 舘1本、 d) 分解生応呪の対定＇）生 分罪生爪物］ （ Ce皿 Z) {j) 0屈収 7、八°7)- J L の経

明変化 I迂認めうil l ;Jがっ 7 こ， しかし遇衷l の DTPA が存在す 3 褐合の生応物 1 J., Ce<llllｷDTPA 

鍔昧ヽであっ広。

~ I~ Cenrz I 迂， p H5 以上で 13,)迂どんさ喝ィオー｀交授樹月甘 1 こ嗅羞で叶しばし）。

]) 虞ll ，大森，戸回放射イビ芹討論会、広島 (1965).

2) T. Shi oRawa, T. Omori, Bu 11.'Chem. Soc. J2ip21n ，坦， 1 炉 92 (1%5). 
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100 

了5

144ce3+ + [ey2-~出CeY2― +[e3+
↓巳一環変 • B設変
件rIV) (144研y)

尽

塁 50

5
 
2
 

汽
d寸
― ~8~ 

゜4-5 50 5.5 6.0 G.5 70 pH 

牙 2 図 144 py-y2- —収率 VS. pH 

C Ce3+ 〕 =CCeY2ー） = 1.00 X 104M ; 25ーC 

矛 3 図 D丁PA鍔倅系にあげる田 Pr のり定化

過程

下刹逹付した化笞埋rJ., i44RY2-—収率を与えるも0)

且，知：令合）対帝令授受沿程

均，た4，均，梃： 令引閉相互作用 1こぷぅ伊沿墨元過程

iii l Ce3+ - Ce皿znーの l町立ィ本交換反応 交挽反応速度吋かなり速＜念勺 3 分以内で平衝I\ 達す

る。

iv) Ce3+ --CeY―あ＇よび CeY2- - CeY―闇の l竜う授曼反応 CeY2--Ce Yー系 1;:: お 1する竜う授

受反応速度 1コ． Ce3+ - CeY2―系の I司位滓交唆反応速度こ）迂ふ等しい。 迂 7, Ce3+ - CeY―系）つ、

おいても商令授更反応•1コ訳診らうりしるが， DTPA儲燐摺い反応涅度）：較＼｀J.l l Iず遅ぃ。

以上 Ce CIV)-DTPA齊本に関して 1昇ぅi,l l 7: 知見を基 1 こして， 前報 1) で求/sf'\ 7, 144Pi--Y互り又率

曲腺（~ 2 I図）を舒杓し 7こ。今1回碍ぅ1-l l 1 考泉をその迂＞枠 (IV)· DTPA 飼ぶ直用するこ

と 1 こ］コ問題が｀あるが、 少＜、乙も結果（iii) J 1), 従来万えらl-1 1 てい 7 、` IP 闇儲1本 (PrII[ 2 ）の寿

命ばか;J I) 筵いと君えう山る。 し 7こがって朽l襄変により生し: I; 叫 Pr 1'J 4 !il!Jの ;I［廃として

が;J I) ばかく存在し碍るこど 1;: なり， I 3) 式て＇，示さ w l ~ Jう＇J平南も君屍する心｀考かあ 3 う。

出Ce (l|l)-D丁 PA 儲｛本J 1) 朽J農変に』フて生し: r~ 出pr の＇亨足化渦程を オ 31文l パ，示す。

-:;r 2 図の 144 p叩ー収率曲線 I' .J,·いて，pH 5,S 以下さ 1迂た I "1品程が曾君である。 pH er, 1曾

如ここも 1 叉 |44Pi-Y OH2一の生応か無祖見できば< g n, pH 5, 8 以上で I;;[ 貶，楳の競争

反応に』って 144 目y2ご収率か天~ 3 ものと君えら日 l 3 。
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3 B 9 トリス-0みナントロリンルテニウA（正）t品のホットアトム化挙（笈 2 粒）

立赦大1里 0 佐々木研一 1石森逹二粁，山寺秀雄、輿野久輝

旦旦倍知光営華性に闇する 1• ットアトム化経の研究I:..し'1, I "-トリ Ko-7 ェナント

ロリンルテニウム (II) 遥砧桑穀t盈結 SE1 乞中 lt”“打する際1 中 11:.・全反 1レテニウムの反躁

により放紅l’生 d 鉗体の他 1：：：少景の放射性t釦和｀生ずるこヒた 1 でに報告した。本争且 z",a,

旦瑾体の照知加 d 錯伶 I t錯体への放射牝分やに対 9 3 移時的 9D秘効果はび加懃温危

の効果と夜討し，さらに上＄墳体の紆品瑾逹パ渭ハ：除くた>') I這如逗での牲射を行な
¥,1 I む跳舟• }(I')反応に関 9 る危察を行なうシとt目的しすつ。

彗照舶試料の合坂は前戟ヒ 1司様の方法で行なヽ,,雑製ヽょう乞ミ体ョウ化々m·' 水から
a 国再結品／光弓分割のための分割試蒼＝西厄蛯 7 ン+七 ;::..9レカ＇）ウムとのt贔として a 回ふ

戎殿む荏 9本1'碍 l J錯I，本）過塩麦峠t羞ししt水から a o 再絵晶した。（しの d 斜体の光

営が＇tの純度に関してほ／ 分争1も奇姜d)t且としてう兄殿こ也た d 釦本と／ その科智母液がら過

瀑桑蔽塩としむを展にセたt錯4年t含む科，）の全錯4年の比旋光護t比穀したとンぅ符邑が

遂乙』い娩ク道 13:様差社国で一致レた．との分割浅匹ん鋒体心のし錯1,t 0)う昆入 13 `K ％以
千といんられる。本'f-.~I:: み、，-z.,i克/fl'j綽度 2•ある。） 乏
！＂射 I3 d-(&(phen)』 (c10,.)~·2H20 1数括品， 及びそのニトロベこンど｀yぅ洛次につ II z I 立放

炉歪 TRI研R-U型原紅直転試料棚で炉 l勾温度にて a 甲』行なヽ9，照知租和，ga試料這ちに

ドう 4 7 4 ス中に保屁した。

!"1試料fに生ず｀ 3 4ヒ浮記うち z•'問級とり~ d) /~ I cl 錯棒，t錯体，の Iよウ‘それらと
同様にニトロベ｀ンピンに可湛で柏餌—逼t盈奉蘇ナトリウム，］＜海液祖に抽出でさな l) 4ピ浮社

{ Xort,)1 ほび.:.の？I＜珈騨,~抽出され~ Iレテニウムイオンネを (X が1..“ある。

分布法は前稼と？り少果な a. &枡に先立？又畦身汀‘戸i料（ D 呵）を一定知戸で加熟
し， 直ちにニトロベ‘ン也｀‘ン ICう客角＂る。これに井放船上のt釦石（ L 呵9) を加ん海術レ，

ターゲット鉗件の対摩咋社輝しりう。これを0，s-M酢巌ー、 3.5％返蘊紅訂卜＇）ウム水海ぅ丸

と撮臼可る。水稚 1-::. l if.,上記 Xai,,印祷科に 11-“和令 L 錯佑 l3 l>“X。咳が分布可る。し

の府得｝且の一ちF の放射 n狂計数り;, (文。呼ゥ／呵irradiated complex) 。屑衛恥砂に 1 .r.,

水I J.fi1/. /-I} -n- オ？今 IV アこンt羞蘇tli.のニトロベ｀ンt｀ンぅ洛衣，四泣化炭差を加ん，鈴体

~7四恥逆抽出する。いの水魂液からん涌み硫アン今しン IV 1J')ウムによ I/ d 錯煤を分紅

し， そのうr召tからt為石峠アンケ七二 lレカ＇）ウムによ') t錯·4本を分綽；し，各々保我·拌体の

和在下で＇／国再うた殷を行なう。以下保玲祖Ii,$ I な用ヽ 1 1＾に再う氾殿，ぅ茶媒抽出，逆抽出の操作

ぃ逢宜紐合わもて繰逗レ，炉翠印嘉遣父を行なう。景籾心股かう迪算 L 1 3 、/.J. I
5 1亘且のう氾殷 11-全1..再洸殿のサから得る。先 5 回目のうだ殷．叩 la a M t譴E にぅ急絣し 1 :::.トロ

ベ｀ンセ’｀ン筏に樟出し，さうに前近の母冷[ r遂拉出tt子呑｀て 9）＜海ぅたとレ，そとかう欠 6 @) 
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目鋒体紅酸？ン今-E..;::-Iレ塩屯得る。 :...の茨 6 回日 7““中に対し1. Iな番迫に再ぅ払展位行な

ヽ l I 穴 7 国且うた殷仰に対し 1 Ig芹 5 国訳如穀灼 le:.~~~と 1司じ'i羞作も加す。↓うし l 得-k

;\'8' I~ 且うた殷物は 2 M 溢穀這解し， ニトロベ｀ンビ＇ン租に抽出レ， り知ぅ象足の放術距

ぃ出色（似Onµ 1ィルクー）による鋒 1手の定骨しから d ＆び｀t鉗知比放相能を求める（各

各／ di c.pm /mf d-<!om.plex, l,『 C炉11/m9 l-complex とす})。この精秘ぅぃ•'屯的国目
池殿向とヤ 8 国池殿物の間の比放身1能、の変化 1ょ認められなが？たので｀粒秘 1 .i: N 8 紅北殿

出成の使咤t打tp 7 た。iたにー足号の未処蹂の竪．身わ脊サ試料と痒） I I, M t盈峨I⇔輝し I

そり 1紅浅·と放知戸I足から原拭料の比放身オ第と永める（ A cpm lm1 irradia姐 co”Plex) 。
各 7 ラクシ a ンヘの放術能の今和 lむン灼式によ｀）計算:!..れる。

d 錯佐 : $""'C d8 I A) x 100 ｾ 
t倍体 ：い(t8/ A) ・ (L/.])) x 900 % 
X 。i-3 : j。=('X。/A) X /00 ー（む.i\.)冗
ルテニウム A オン積： 知(/ -X,/ A) X /00 % 

尚，放射能測定lよ乎戸迎シン千レーシ 2 ンカウンターによリ ‘°3& /J}光電ヒ. -7 /-:.フ ll て
計数した。（叫y)反た項特にか成りる他の放知頃種（竹趾＇叫し (‘“Rh)1 33ct) 
ばシの測定のt埠~/;J.なウ呑り。

娃粍呆 IJ: [表ー 1 J Ii 1/ (奉ー 2 ]に示り迎＇）でみる。 I) ずれも菟レし）桟姦樅枯性．

が認められ~.

（表ーユ］からは／ぅ毎液 lt t‘4 明らが 1こ d 鋒4本へのリテンシ 3 ンがあ'), 1 t釦李士無

h見し惰摩ぬ骨：生成し 1 ヽ I ~ンとが｀わかる。しれらd)覺 I丸それそ＇れ紆晶にお 1↑ 3 反卸念ti)d 

鉗仕 I t鉗体d)籾期収半の上限/-:.逸ヽ'1直—じあると先んられる。 1足、）乙，移晶 1-=- おけ 3') テ

ンシ 3 ン 1』 &b’｀し錯4みへの放射能が和の大乎/;J再結合の終踏屯とっ、と l/ Jと推定3む苺

にし令普体 l iJ. ~の傾旬 ·b滋 1l o 

戌 I= I#0°c 加熟 l＾あ；が＇／との 9追．溢危にあ， 1ナJ R9．射し ~l) 棒I“"丘釦和錆f1 ラ

セミ化 I;J. I 唆収又 •9゜？卜 1レ，比旋必度の浪’l 定からみしめうとヒが｀出禾ない。密．知篠 I ¥0兌

に加熱 L たものの放知9騎年 1も＇立温 I-:.1尿移したものに比べ｀ L t錯 4本の d 舘体 1二対する令1

令が高くなる。）乱国の釉どd紐の影響が'&1ま、、な U 程反跳によフてj党七しこれた令見成 2`’のラ包

ミ 4和今坂／込 IJ:うしミ 4ヒ反た 1コも窒溢じ,a;.梓＇江い遅ヽ 1 tのがあると為んられる。と

の履 {o) は［木ー 3 ]に鳩 li‘K前毅のれo°c 加熱の粕昂にもみとめられる。

[ ft,,_—-l ]と L な •-3 Jの＇入＇験旬·fは 1芦ずしt I司ーじ＇はないからこの両洛の比報に/;f.注

急と喀りー合。;£ H し L よいとみたら此る点 1ょ， J o゜し加をを―l一＇は見られな・ウ‘？とが~ I幻 0°c

加熱じ｀はある、とを現として ;I砂するJ/ヒ月句があ a シl::.. t••あ 3 。との嗚伺 l 広 X 。.. gのフうクシヲ

ンに）ヽヽても認められる。反跳によっ 1 撹乱り此た倍淡 I勾の釦牟 lも正仰な和品部分よリ

tぁる温度以上じ I~ ↑寄え•tぁ，7.../ 二次飴なは応を竹なう可能性忘示可ものと角秩され

る。
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3 B 10 フクロ汐：：ン俎舒蘊Lりホットアトム 1~ あ‘1tぅ同位み素効果

京大原子‘げ 田中i+. 0 岩田た評

目的： フクロレア＝ン全属舒極のポ、ゾトアトム化浮 lくつ、ヽて 1で多くの研充叙告ぶなそ K

て、ヽぅ． 羽V- 7 タロシアニン銃錯虚について 1す宕原氏うの注日すべき祈見があ）、仄翌ぉ

よび‘り翌にあ‘げる Retention の違いかうホ、7 1-アトム反応のメカニス‘‘ム E綸 l‘‘ ている．

その議諭をc.,,1lかrlltするfc めに、加錯福およ(}"‘兌滋羞のホットアトム反店、にみ‘1n1司イ立

え素効果を測走することi不急味があうと思われる．すなわち、、3位およがµ仮遺中桟ふ

桶‘獲 r 采の最高ェ矛 Iレャ｀‘ーはそれぞ｀れ、 1 fI M汀 わ‘よび 1 0 I M夕 mfJst rrobabIe r ェ
ネ，レギ｀ー（でそれぞ‘れ｀ 7、り／珀アおよが｀ ¢、“. H-e.V である＿ l rこがって‘qGくあ‘よび‘‘位の

}n_ost mbab1e な反距エネ lレぎ‘-Er tl それぞ｀れ、 fス女ぶT あ｀よび 3 6 / £V ヒな＇）、 か

なり反既ェネJレギ｀ーに差がわ‘J｀ 反費エネ Iレ手＇ーが‘'R.etent,0 11- v:. 1~係 0くあるものしすれば‘当

登‘Retentiomこ同位え素効果があらわれるぽで‘ある．手史 v. J. Ar-eRS うのフタロシ了ニン
m墳魂の研虎 (Proc辺i咽吋曲 S'J呼osiu.71l,,n_ demi叫£jf碑of nu.如t四fornation,s. Ifi/) K 

ぉ‘いて｀ Zn65 k ふ‘”につき蹟侑,r- I司位ぇ系効果が‘示されていら． l u,-L 最血の競yこよい
lず‘f、 ‘7 卜及心に盾初なの（不反蹄エネ Iしギーよりもむしろ．敷｛寸程度の運動工え lレギ'- t 

拷ったあ I：：＇）て｀＇の荷電状態て‘‘わると言われている． そこて＂｀ み•S (Er-(11\ DSt)幻／、 7 汀），ふ‘ht
ぽ(most) 3え 7、『M-eV) ヒ反託エネ 1しギ＇ーカゞよく似ている‘知，“＆系 n フタロレアニン稽函に

あ‘げる同位元東灼果を訓べることを目的ヒして度験と行なっ［：：．

実験‘． 哀原氏らの研院によれ（t"、 フクロシアニン飼錯遥 k l1 括晶構造の逢ぅべ翌と戸翌

ヒがあり、 それぞれ柘子｝釘勅が更なっており、 人型の方が足型より文ぎV\. 瓜型 11 フタロ

シアニン釧を濃硫頷で‘漆肝伎水わ‘'再移晶させることによって得られ、戸型 1 a: rJ.型 E 真

空中て‘‘昇簑させることによって膚られる． 争販のブクロシアニン飼とJ:_杞~の方法によ＇）精

製 l 「：：灯弘のものにつき、 京大炉 (K び尺）の圧気愉辺管（拉夕x/0'2%hユ·Sec )て＂照紺 l
f：：ヒこみ、知 (37、 3 ?nin) がかなつ‘}夕妥く認められ、 とれが‘‘‘位（夕， I mn) の汲1 走が妨宕と

す~. そこて‘‘▼ 試棄特級のフタロニ/-') Iレと飼粉末を混合加挑 l て、 フクロシアニン砺降複

を合灰‘l 、 アゼトン、 ア）レゴール苓て‘‘沈浄俊前記の精製し去て｀、o(-フタロレア：：：：ン鉗を得｀

これを賊射拭科とし［：：．照紅さ同ーカプセ Iレに I (J(J 1'lg t((J mgの 2 つの試料を入か、前杞

圧気輸送管て‘‘惰行か、照射後直ちに (9 (l叫1 {7)試叶を濃硫肖む紅平 l て、 グラスフ
イルターて＇濾 l 、冷浪と冷Jい‘‘うすめてフタ Iユしアニン銅を再結晶させ｀ これを防依J:_に
使めて副走試料ヒし、 3’’x 3U 心 I Crysta.! と R C L 2 夕 6 凶叩f. pH A て＇乞（夕， I 励in)

の I、 0 3 叩の加to-四k t叩(/1.、f A) 0) /3+ aniんi/4ti(Jれ『(},J IM江の必ca)f cou l1.tin佐

ビ、 I(J況9 の照紺 l ［：：：ぎ＞ rT) `上記の分離操ィ乍 8 しない試料のそれとを比教し‘‘仮t‘ね
の Re t-e nt ,'on.の比を戒｀めた．
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佑果： “cu t呪Cu.のん砂0几の比 li下記の）月係ょリ、 か離棟作をし遺料中の‘‘位t‘ね

の比の｛直ヒ、 今雑 L ない（オド分離）試料沖の‘々L t‘勺辺の比パ直ヒの比として与えられる．

‘‘似り Rete n.tIO It.
ヽ¢
伽 9 Rete几tio n.

“位（今離）

“位（オげ分離）

‘“位（分離）
“伍（非分離） 揮

難
分
介
非

＼
＼
ー
／
＼
ー
ー
／

冑
]その括果を下ゑに示す。

汚棗； 左表に見られるように副走

値にかなりのバラ、7 沢が見られる． こ

れ（さ滋，j走法に 1句題IJくあるようて｀＇、 辛戒

期!i、J分というようり‘短寿命板種と

叩tiー（肛nnel P.H. A が Decay fo飢。w す
刃奈の設泣が険討が澤喉である。現在

，，デ＇ータて"[.J: /0 ぷのj美泣を覚拮~ゼね

Iずがらず、 こti)約果から l司位え素初果

が＇あるかどうか l"”できない。 3 f文 P、]. Apus ら")実綬す戸型と思われるものを l利

V\て行なっているのて｀‘、 それt {l)比較（不戸ーフタロレアニン底和‘'行なう I~痔があ‘)、 日下

その虎験を行な→っている．

}lo. i 2 3 4 

応” 3. 3l/- 3.3? ふ 04 3、 25 

優）i暉 2、E' I 3. 2 I 3.0 7 3. o? 

Ketentioll じt. I.IE I. O 5" o. 9 9 /~ 0 5 
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3 B 11 セレソのjiヽフトアトム』に名 （茨ク旅）

残砕 稲荷nJ 15 咀チ

目的；右綬/':-わ‘心遺化セレ｀ろ黎セレッ級，セレ｀／雌ナトリクムぃ•なターゲ '7 卜
't L 1,滋ー I 苫用いて町生手》陛射し／ （位 r)及迄／）叶恥\~戒ずる祐こ釦紅レ汀紘化胚‘

條tJJ ~知わ‘t t)..“を奇位告し ~I~ 今釦さうに絞托の也レン琥痘iJ)国椅ーが‘fび＇瘍和， TR
I G-A 痙廃手炉t"守，は｝ t照麻し（叫 r) 反応 l乙より歩奴する放氣愧也レプの祖澤租をし

ぅ八'fシ， 3 f'.'.-、 ターゲ ·7 卜》犯坑/J)愛なる苑羞＜矯符したさいの釦い沢然J2 ついで｀しあわ

之 1 ガ史討した。

虎殷ク忽：長 1 疇したぷうなセレン後¢恥紬魯ク--rP.. I (:;r A 11--i" I 路所が生子を痰煽し化

．位， r ）及む-r;·バ‘ず名,lt. V プの嫁紺四U知放娩ぁるか’、特 1シ唸e （凡 r) 反／クにより佳

森‘1 3 覧ビつ \,l 1 釦り惚tしぅべた．旦紺イラシいいしtな屈セレァ（如 5e) セ 5吋1 Se, 

(\V) ℃し1. 5吋か紅 o./ M 叫 l哀濱し rク．ケ歎•~ i- l もしよ、 名づ’．う打麿i夜t a 也して全

属杉レ｀／の 1 9 ク V,./ tケ肴K し，班雑狐 I臼条讚奇 3. -0祖ボ／ 2 舟'& e 1, ro ¼応シケ
IV ジケガカ、VIぐミプ紬テ)-リウム条i没t仰えたのウfo p t -/J O え 4 5瓜v) e --r8P 牙9 じ栢ヵク蜘

l , 水紛 1ク Se(vl) t松｀り方移t痢しl f2 ち 7 ウクプ 3 プ I乙ついてサ戸裂 v •ノヶ V /ツヨンカ

ク・／ク—t叫1,弦肱挽炉双')娑し乞 0. 9 M 矮琥房ら滋Ly，おりも企和也レ｀ノー Se 似り-'i:e位） 0) 

和食向の差椴及知し1 老夢t" 9 錢州滋 I~ I玄じ••い；..ない． ま 0, ~レン税し1--）ッムノにレン

紘ァ、／元クウムの 0、[ M ［但， 0｀ IM HNO3/ H.2 0 ノ 砂％ EtoH, 0.ol M 恥C03 1 0、 (MMa0iiシ名i及

う命いも釦年 9 塙合 9 乱舵 1:;, 11ZI Q-A JL ｷi'I a者間r.J' 1rn 名股紺 l -i, 伯枯項毒作が化苓ク放

t行g\.‘．放嫁牝6)臼 E L ぅ＾ r-:.. ・ ()./M 鴫， 0.01 M 釦例 0./M 瓜OH 表液におけっ交

複及なtしぅべ＇f:;,絃尋， 肇劾 1• 2 咀州屯の記'(·るほとムt'支椴及え淋ながつた。ぢお‘， さ

う,~ o -3.;· アミノ＾・ソケゲ'-/ l乙上 3 比色定贅和）シふり 4 (ifi>のブラクン 3 ンの＃戌の也レン

のを昂釘臼 l ）． 也レンの壕倫係釦 L り＾、た，

緬募ー、 悲 I Iつ矛すょラに， りテンi.l 1 バ直すちゎぅしィ⑱の也レンの舒クの放紐花ク柿

｛づ瘍イ））プの伶荻，：ぶりこじ'fl- 1,(匝t手(. 1 い 3 が．ナト＇）ワム店 1 ソ屯ククム疹灯で

ク＂ム淡ぷ：ラた車紘此ゎ‘りg係弟としまう・羨紐いン 4使が示された．
桑1.(小/ r)麟t••生叔ず 3 75SctJ)磁化訳忽

ダーケ”7)-. Rむ,t Se se(I v) Se Cv,) 

N久ュ露 0 4- < O.!, % 幻．1 土 o.5 % n2.2 土 0.g 
元

Na2 Se 位 •10 Hパ） く 0.5 四、 5 ±.0、) no. 5 土 o. J

(NHふ兌 o't < o.5 斜、 9 ｱ o.2 l ぢ、 1 土 0,2

俎2.偉0曲・／ 0出0 1. し:t.0,2 86, 5 土 0,2 ,:2,2.土 0,2

伍 SeO午 '2 出〇 ,'...0,5' q2、 3 土 1 、斗 27. q土 /.5
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ぎゎ， 沼屯這紺 L たセレン魏f /̀ tクりムも伐ク叩名液 1: 戎涛 L 1~ 1 いに IJ廂にし 1 ら

戸しい沙岨｛各み兄めク 4l fるがつわ． ま尼 也レッ紘ナトリツL>-I -12..レ｀／線ァンモクウム

叩麟¢ャ昨戸疇しゎ姥県、いぶれの渇合戸％をt i絨t'J.,/ f )V ガク，1生tl)ノ覚合が危くなる

｛つしたか＼＼＇）了プ v っー／ 141位傾t弁し／ 甲牲令灸峨‘-1泰も移ヽ， 4tt了、した．疹直 1-:. 系ずと

お I) がある。

h-JL. 守，彦｝芭況したセレ｀／議位玲クの 9ヒiを成 I~ ；；·げる統ィ巳択唸

クーケノト 庫z5e O 1/- ;.t-i使

炎浚 Se (1 r) Se (VI) 

0、 IM H ⑫ 
% 

19、 8 :ｱ. o.8 
芦

80.2 士 o.s

0、 IM H N I)3 '13.5" ;!:.o.i 26.5 土 0 ，え

0.oI M H No3 豆．し土 o. q 4- 3.4 土 0, q

H心 55.‘g土 0.6 斗＃．2 土 o.6

0 、 lM 枷DH '/7. I 土 0, 1 ユ． 9 士 0.3

0,0I M N久g o3 qo, ~土 0././- 't. (土 0. 4-

0.1 H t-.lH11-DH 'I 5". I 土 0．サ 4: 9 士 0 ，牛

ターケ．？卜 偏砧 Se04- ~名，‘足

逸i粒 Se(I V) Se. (VI) 

0.1 M HQ 舛し土 o.q メ 5，斗士 on % 

0,/ M けN03 初． 9 土 0、i 12,2 :t. 0、 1

o.o/ M り ,.o 土 1., 22.o 土,.g

1--1ュ 0 吋、 8 土 0,5 22.2 士 o,<:

:i.0% C出社屯 が1.3 :t. I 、? 1 .2.，り±. 1 、 9

Q, IM Nr,.o 1-1 ??,3 工 0，午 I. r;土 o.什

0.OI M 血2C!)J 舒~q:!: 0,3 斗、 0 :t0,3 

り｀＇｀日 N枷OH qlf. 6 :to, 6 5、t/-土 0,6

なぁ‘，水名，•い匝知し r::;, r易合の魂砂 1令愁 l# /^2.2X/0.,_1あり、み面に秘伶した姥晶の食令

のン I.3 XIがより（さ 3 が 12 /)、 5 ぃ． 比労ク知焼ll)苓ぃセレンも製造す多目的のため 1::;, 1ざ妙品 I乙

守，｝いt疫射する方疹，が直 L ,z,いるt秀えクれる。

0．茄霧 0: m 9 輝I元夕知松耀灸（バっ IH s-)

~ 6/-. Hかん祉'. :r，咳←．. P令． .U, I叩 (l9S'f-) 

り必"'tI H /M<,c,灰～んw-ん＇一： J，←、必ん，邸，在、砂クt (Iり虹）
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4 B 1 玖釈 4し分打 I' り If lI＇コ n 葉、の乎 n,"t，ヒ音，の望t

武瓜＇ェ犬百、行 兄ル、チ叫 〇公絶社炭 グゞ北見吊

目朗 クバ｀コの黄。中〇微曼元素／ ＊錦とヒ素、左放射イt分析 lミとって定晋す 5 ミてを

試ナた。）K 銘l'. t:.表 Iょ蒸留ミ去＇）によって照約言け科より介訊＼，溌イt -t;)と 1 た。

カ蝦ぢ法 祗｀糸手I'.. I て 1す市 9＆ ｀タベ＇コIJ') Iヽィラィトl'.. t·—、ス (7 イ 1しクー＂つ\\てtJ.

" t 0))左It),,た。、照射 I;\- ：：水 S 勺夕 Iぺ｀コさデ｀シテーターて食煉 l て、N Ir --:i'つをば 'I '.L

ケ L‘/o 兌 I: 封入 l, 棘導討 1.1 どt't Iこ TRI雑一団利原＋ 1<t ` 1可如討‘粁欄-i'l り 5 時向づ＇

つ 3 8. I匂みミ Tよった。娩浮試芍 lさ各全尾さ恙i /0 l'J含しバ醗遠液と。｀ I mi向 II tミ。こ o tき<I)

熱ヤ＇I・全キ屎 11. 5,0X 1011 n/cmと記，速中，l令キ釆 1;!. x 1010n /cltt'、 5年であった。照 ~I たすt枡 1 1.糾

ID 時 1\.) 放墨 l て小 5‘ こりt" l / 300 m父の双庖 O 翌留フラスコに入ホた。こ<1l 7 ラスコ I: さ

}‘Iミ危元索 0 キャ ’I 々ーと：謹（塘硝酪 1 2. 1111 t塘砕蒻 3 叫） 2 前え／冷奸器さこりっ 1r I 

I ヽ` - tーにより 7 ラスコさおだゃふ I: 佃Y} I て夕 1ぐコ 0 哨を兒全 1こ椴 Iこう心咄 I た。;t，こノニ

木 5 下団。よう TJ.蒸留法 Iミよ., 7. 7k 鉦こヒ青を令笥 l 1 最彼 I: 7k 祝,..砕ィt ＊鈍と l て／ t. 

令 l;j.硲ィtt:--fi:: 1 て知骰さ C そ｀内又知談t卦1 走＼た。照知した将’}祠料 I国 100含 Iこうす勾

て／ こ勺うぢ I 1111 さビ、゜ット，ここり吋がlj-1:: I司村，に殊代松l'. I た往放卯能さ痢＇楚 l た 0 ：：：れ

S̀ ｀牧身i it o 測定せこイt平収守より水合t乙t舌 0 骨こ算 ±1 に。イし争町卑 1i条元長とも、的

60 X て..あった。

｀だ坑恭果 ビー 7、 I~ 守勺水釦の登 Iキ /.o x /0う、t寺、勺贅＼tぶ『 x /0`79 呑たハ 1 ライ A ク
中の水合t <!)号 11- J.，之 X I{}う，t咲 o 晋 Ii I 、2 X 1 0-‘}て,、も..,た, 7/As は 7沈（ n．f)ク~s") い乏ゥ

ぽ 4＼，ク伝 (n、 r) 7仇5,”み（n.r/.)呪 Tj 3 椎豆床 Iミよってモ全房‘9 3 。そミ-i'ク I\’＇コを厄さ
研m o h ド｀ミヽう 4 のセ 1しに入れたそ｀屯 9忍身1 I てミホ）‘っ影尉を＊た。 l .6 1 l ミQ)場合枚

反応 1 こよ 3 影累 I> T;j.ふった。

AtむyA か0れ Ana伶 5^‘s G/ To 私 cco .5、ll1沙炉紅江如ク伽,:,( A几双がC

I 心1\1 r必 ＂糾紺サ虹f成 血竺たが4, 加J 1 H; ；れ 版砂＇C 1如叫， 如jィ A5 ふ
炉C<ll\ 炉研 珈炒I P. f洲． ?Tl碑 5、111たル， P，p，れ．

t.Ra&’ /.o 11 /, / X I/) 寸｀ /0 ？ヂ X/0、 7 tJ,,1j 

ゲ'.-屈 /J, 71/ ぷ{)(/0、6 久之 ”X/0-7 ／，之

1) 恥材所'5加na J An、ゲ“必加5え7 I 必（f'-J /加（り（1').
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知言式奸

• 
15mlm ぅ段蒻 Iミ：讀い豊硝器 l2叫十；費麻咽ぅ叫）

• 
"メ浬屯素酪 5 叫℃グ＇＇）シン造液 (0,5戸 7`’') シンを合む）さ 11~ ぇ蒸留 E

ぁ．こ Ti II 水合tさiぷ軒森茨より合潟§ 翌一習 1 エ蒸岳唱食ぶ•.;,jぷC'(Tl った 5、中止

n
只B
`
 

痰
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衷
叩
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て
ぅ
翠
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叙
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水鈷さ会誼＼た桟りド煮均酸 I9/JIノと

叩身令諮／dがと蒸留次／心バ丞魯

7 ラスコた加えと1 瑾窃令朗

• 
(A 5) 

• 
水酸イt了ンモ：：： 9) q戎茨 Iミて翁蜆l,1

l'.. I て戌化水素，、よりt素と砕,ft:ti）

l:'. I て犯店
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哨
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代

涛
弱
麻

に
て
を

水

1
0

未

王
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肴
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水
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宋

化
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庶
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ォ
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l so l II f¥S /i/|H} 
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／『

加1kな;(pi__5 

た aJl.5幻加‘C
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Dええな尤(a広．，血 叩vJI 幻メ 叫;zcw弓
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4 B 2 米令‘よび｀小皮のぶ且織印狡射化今枡
1. 叫， M3:Nil i K, ce: Br，伍および＇ z几の兒量

唄印 K 、現 日下謙，o 辻沼雄，今いいい~ J 1 守入政

1.目的

印本試料守の徴愚ぇ朱のi"1疇和知J巖逍ま可i 1 弗茫に行なわれるようにな 7 た。

本訊脅 IJ, ----打紅1 な庄 1科紅叶り叫元いは知咋（い汀臼； t雑江 1 3 ユt t，，つの
gりりit. l' 急紅材 1:;. 米お＇よい• Ilヽ，皮d)稚かt釦，守葬｝畔的，91 t. 30 介 1 でし可嘉速私

t橙計 l f::.. m1 能礎1 匠呟に 1J}に項J... -~ 7 }- I レ 4 t遠l 用し，非破復戎、ヵ•よび碍復も、t'’
小利じ＇ 1 うえ令t忍姥 L f:;.。

J1•愛除
守此｝愈 ；存｀ t仔、｝、Kf更験trT KUR(&! 守店ケ東 4 ~6 x 10戊 n ／ぷ／収c.)。
紅り」罪痢足治； 3)(3 4 ンテ血1 囮ふt ／ようャえ）し：段出今梢届， h‘ よび'/, 7r x 2 1 

::. T (i t,1 16l 1 4 ズ井？税') Na1 h·1 私 l co テャネル項芦1 ／かれn 沿。

ヽ l ずれ n 場 /~I，•し：ば喝収1fl 1 り＇） 1レ稚刊旨稔（I、 74 9 ／よ） t却,1足銭料
し心1 () 1 il1 じi店入した。

該材 ；未およti'小麦の穂 1 o./ l た 1a: J g．易t逍当均II) f界．哨体 (Mn,_. 5.M9, 

M9 = I m31 U "'100,ｫ3, NIA, "'仰府， K= 2 町 9 伍二 20_IU9,

五—= zoo 、が9) tヒも 1=- れ也底公，とよ＇）， ダ介iた 11 30 介 l町）叩壮今

服り1 L た。

Ill. fir-利吹

危元呑 1;:;. 1,1 1 <fl /if'加広を表 I, I;:;. 示す。

表 I. 危元未の介枡ぅ広

l 元素 核視 手我難 須’l兒光覗こ--'71試料暑 烈印詞 "“l 汀ぅ広
MeV , nin 

M1 M¥J-27 ?.'f5m /.0ぇ O. / 夕 () I ~f磁；皇
Mn. Mn-56 2，夕f h o. 、9午r (). I ダ I I’ ん；司f威渇 1

Na No..-2.1/- 16.07 h 2.75 I r I, 4 !,1f峨復 1

K k -り2 /2 .1+7 h /. !:3 I 9:: I.,{ i非磋-it I 
Ci a-38 31. 5 爪 /, 60 I 30 

゜
; 謁頂 Il 

紐 伍ー 6斗 I 2. 6 h 0. !;{ 、I

| !I ,:30 0 I | ゜
l 祇t〖 i 

ヌl'I. 2l'l -6紀 l3. 8 k 0,4-31 I , (9 ：碍tt. : 
.... 

秤砥遠私·. 5 介照、肛 L 「~ :i.1 i吊し1 》式ネ1 : Iン「=., 51二瑚兒＼ ;·i-} (.足り了；。 1.. ;に；4： -.4‘ 

3）う式をしな，て氾t兒骨すシ。 Nげtい攣 K の足\ 1::-l'J. ダか、直ォ I, /届夜校態 l た・
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I 'i-息の試＇料t用、，~.なろ＇，麻ー 24 の/.J-J HeV t K- L/-2 の／．夕3 MeV り先砲し゜ークが＇をな

3 の 1’＼直盗広1.''えうれたんへ°クl-)レの 2,7夕 MeV. tf)じ°- 7 よ (I NA t定是 l 、次 I：：：移局

令祐浙th store m.ode t a.de/. よ 1／ Su.b, I-:;. l ̀  Na-J4 I) 1脅翌 1がt絹 II t上記スペ？I- Iレ
ょ 11 Na..—糾の考与かを肴f,可る。こ1/)ように L てえぅれたスI\° 1 卜 1レの I.53 Hevo じ°- 7 

よ (l k を危昼 7 う。

硝t鬼ラ広： 3D か、照．射した 1 9 量の言式料 1シ．稚係と L 1 M叫に、五、叱れ｀る'.“”'
内I } U’'N叫 I ヽタ呵・（祖 1和瑾 4 以）を加えたIf/) /ぅ農虚ilJI; l |4) し壌絣蒻（四心）

1-::- よ ll fl貞玲絹り 9 。

介餅 ~I匁佑 1 } 1｀スt lON-NaOH 勾l+1l,2 喝収 1 ぃ。か紺給ア伶．兄の吟収衆を微
HNO,} 硲含社 I:::. l, A-がi t呪知-::l:ゼ， 企心／か誂條， NHqOH 1I< I亨麿糾 l, 全房をダ凧_f 1:::. l 

1 屯令，t兒魯すう。
斜瑶分僻夜t 6 N-Hd稿牝 lつし［今焙 6 tn./2.) /松 4 1 ンい知昨1Jう A (Dowe)(| x g, 

(00~100-J.. 9-I シュ， 直克 8 氾以メ柘士凶0 以以， l N-HCQ削処理）に通り（ぅ蔚、千品房＝

I 瑚／61v8灰C) 。 1 う 1;.{, N-Hば 30 叫t希 1 L 1 Mu t兒今,,..隙く。和：：： 2．夕 N-Hび

3叫詞勺千し1. (ｵ 1.鰭いり。終リに 0.oo5N-Hび 904 じ扁千して五を掠霧佳工也
白。｀んぶ‘以疇諺夜よリ紐乃I ょ仄ヲ札の 1 キシン虚孔吼虞 1 也，進 Iじか畜財＇食． 2．幻N­
叫/:;.魂箱｛，合焙を夕“'-:;:. l'{ 伍巧9 ｝仏＂召u を足給すシ。

瓦姉集

ぇ；れた危影豆11)籾例を表 21::. ホり。

表 2 、 租易 4直 (pp田）

拭料克泥 I M，孔 叫

米 A 灰扉身、 28 / I 066 
. I 

I B 栃禾鼎． 26 I I I q 0 

ロ[…-'-三B,_ 1/ iダ｀ 1 3 / i I D95 

u k
 128 ('1タo

68 

29タ
＇“がI

口, 3 : 9 I 2.'I 
口34 1 .2.o 
可tコI J.8 

c 

2.6 

I'J 9 o #.? 

416 2/60 

v 秀祭

叶丘化玲今細社、 I ン h‘IT る 1日収苓‘lず｀c.Q 11 C/O~  9夕 70 ，伍みよ仄召11.. Iす約／oo % 7.’'み

1 T二 b な h` 、 M位ーも．一b り拾ち l3 兒全 1'’ あ？た。 1 r：：：・ d の；屁l 兒に用ヽ I T:c. 2知夜を 1 屠夜放罹

(U-33. 1J峨表） l 直 Br-32 l 35,?h) の 0.5タ1i9 よp." 0、 78 MeV(/) 虎砲t゜ークが認ぁシれ

た。 これ｝のじ゜ーグの；；身／兒 lo l 1) Bv が＇危号 1'‘ そ 3 。みみ＇、 上記の小麦 B の~.Jt, 11 地の拭＇

料｝りやりぅ Ci切俄であJた。 ::..れ 1•J試‘粁中の燻．忍、和I Ill 万泣 l-;.. ; 9 1 の 1’’ あうう。

30 今．R庄 L た o, It r1i試｀料を拍 /0 B Jill 枝覆した応試'm m魯l1 P-32 の汲襄のみを

年.'), L T-:: 妍？ .L). .h.うの観‘料を硬化し 1 (3燦zl,!11 尼万人 11'P が＇兒易 1'’ 主う。
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4 B 3 芦に中疇遺ぇ麦の放知化令打（統枝） Lahげ戸直
1t船吋
虹紅和．直燻研

鹿 1項心虹正乙青木立〇祇野灸
面 IIl 泰盆心日疇

/ ｀瑾作ら 1濱,:):'..中の恥叩文射化今枡とおこ存V'' 二，戸の印和がオrr v.::っい 1 4島；れた
綽見と昨年r/) Ji祈it'..麟身麟ゎいて棺塔し衣。しかし屹＾ 4麦後蒻 A 麻 I~ のケ叩おこぢ
7 たと::.ろ，詞科 k ｝って 1で 9、□1孔以MeV, 2?Me7, a f MeV 了f寸血＿ K 斤叫枝莉 K ｝るハ尿
ピー 7 があらわれ，／:t.z以＆の I 堺 (0,3MeVn律）と危って恥のを量//)坑考となる：：：とが判明

した。 ン札ら『保の放射性1灼をの同危と裕＼れ衣が， その手叙翡が釉 n 1 ぷいため，＂の

走戸叩？ぇ粍に屠，、 1 3 らしいというつと以外 l'f it明てであ~. しがし命土籍ぇ羨＆クエ—
ン酸黍幻 ll シュウ痰戌とし z ぅ化殷 2 ぜうとこ札うん］鬼校頂と厖易 v、ケ雑 1’＇をう二しか h

ヵ‘ったの -r, 坂身1 化後のiし字 1尋i予と祈苓 L, 灰ハて恥と足骨 1 3 しヒも K'仰LA の Iい1e"

線と利用して命I~ 中ハ La n 定暑tあわくわ::.行っ私．

2 、海水f~ /P). ｣ i江し，た｀名 K 叫酸性とし， I N Hふ 04 t加え I fH 2、l で仏01

t究舷．盆土籍元長£名了兇 1 也 3. 出訊叫 k 苓かし， cl),骨叶し芹足{l) Hふ0吐1J旦
再沈す 3. い，森蛹，印いL...り返しそ n 灼厄ラ＂＂と印し長、終的に仏o"' と l z が1
知吋とす 3 ，が訊知 K ち 1r 3 H2.し O,rf- 11, 窃年以-z" r, 夕0，丸／c.. ベ； ／ o .e..て'l et

炉， 30, Ir, r以てみ ’I, ::.の拘（予に；り布遣ぇ晨 111 '1 I弓‘定魯的 1-::: 椴絡の＆ぶ叱陵I<

濃偏 2 いる・丸紋 l'f飩廉俊ず、•'l エケレン磨に行入 l, 芽卜麻ぅ 'k「見企箪オ（＃幻ぷ／cよ 5c..c..)
t I 呼叩店し，ぇ～ 3 咋 l川雌？後つで＇の化号操作に}'乞 1 巧わう呪殿と匂も｝レッポ

才て｀｀床代，＂人しr-vi-S H 位V-- ~闊， ら呪~ r:.+, J O 咋 NAT E 条和 NH4OH IK て‘・中和店（鴫
と元政 1 で 6.“支11 麟戎？争後臼心｝レ ‘7 ポ叱1.··1K.四比30斗に恭かし，ヶ侑l/l廿F E 
7Ji;i:こ防叫L て 1IIZ 温，和んど移国i >.秋祖tりし叫に先”｀し§戸戎と l 衣のう，ば：
豆む,, p?t..廿！幻 z/ ふえ吋， IM 7 エン酸／州le9/Z-乞 1 アレ乙ーアア IレカfI t生とし
て約（嬌滋星／ 1 ら V` 以ふ令屁逗訊／4 這加， rH ;;,_2.. >e..し7..ら（し0ふと吸恩、さをら

疇這 1凶佃し9 ()'.IN H心0バf釦、.2)Z- ~繕後叫に移緋，f；] Niぷ（叫',ぶは：
ぢゑュ平麟し再瓜町阜\<:.丸経しい久）ぃ見吸ぷ叱1.'舷＇煉ゎ．i鳥らい幻入料 kっぃ 1,
s-a I訂がスペ 7 卜 Iレと＆辟し包

3鬱 (i)々〗鬼 1麦病につい 7 ．．乞 K 脅認しt化了邊ff (H下処註仮fe.,(OH)3 ・丸殿汀う）に

したが｀フた咲料のうち七"『\t屎のあうわ札たスペ 7 卜 Iレのー倒這 l にしのす。 0, tMeWif

直の 1 ぺ 7 f- Iレ lで 1や窄しのも "'(It\ :;i.未!`t)k_ Iす累？乙 V 3 。 1乳:i 1'1'咋““｀~必c勺叫 した
ハち痢走した『堺ス＾゜ 7 卜 Iレ7..’`, 0、 ,I I 紐t， “/)9 及 7g/ ”3 MJ l,:::: シ々 -7゜厄°-7 

£しあしてい 3 ．され拉叫に舜＂予し（尼万滋ゆ）I A}十，よ幻心， z＂廿 1 バぶ，瓜＆
徴ヴ ”IZ も，直弟の知バ呵邊I予に｝、ってか後夕斎痣もし衣iい身，叫這げ↑一族 {Aiひ） 2-3

が， クニ旅（は§，ふ5) ＜げ、， ク多i足(r-e. (DH)さ）ン 1ll メ／ 汀＼ク派 (M^;, Z¢るノ[。 s)
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No、
簿水 Eu. Lii 
(O (AIL) (#i/L J 
I 5 0.00/8 0.040 
2 々 .0014 ` 0 3 8 
3 , .035 
4- , .036 
5 ,, 0.0 01あ .045" 
6 ク .00184- .03'7 
'7 IO .001178 . 04-r 
8 ,, 0̀ 01 68 .035 

< I 3/o, 1'五族（＄鵡） < ／ヽ／。とな 1 ，坊宦後移 Iすク三旅凡佑 1 ~ l "1と秀たられ衣．

ガぶピー 7 の手私＇耕£采 h うため lく］螺スペ 7 ~ルと、毛り／ 7 月｝＂1| 危したが， ぃ 1にれも我

苓 n1釦 n -z.わそ＜争我料の履 11 介月能て•あ，凡

(ii）よ方官復拷の桧去 1くつ~;妨言抜袴/J) I司た/7'- 1· を后IJ‘ったたゎ，燎去弦ど未定す 3

こと It I睛位と思われ厄， K す衣サクエン該毒液J I) 命土蛙！り戸ウ蔵溢と兌紡1 也｝と

拉多麟打毎液中に 1}` る::.レい‘壮とのられた。 1 ちわち/I'Z乞が必eゥ叫した拭叶 Iこつい

1. 7 1..ン蔵毒記 II パ車庫厄ゎ::.ケシと，ら心Ot),に衿行す 3 叫r 能 l'f一＼叩祖秤
ぶってもぇ～ 3 1, K 1 をケ\j', 0 充＂女ゎiひ．—.J::.度液のf§尿スヘ． 7 トル／rl月 3 にし Fl l 臼12 く

1 戸脊浪のスペ 7 卜 Iレ It怨る”"し(/1しんく同じて＇ h 3 。 ::.. n 壻粁に｝ぅ L/J..のラ訊和ti..
t/)紅ギと 1やLa / IS2,I坪屁と卜しーサーヒしてしらべたが，いずれt定壻的てーみ，，和

(iii)海 IK 中心んに立暑；紅遺仔 I＜したが＇い（乍仄し戸奇糾り『堺：スペ 7 卜）しの一

伊I E-釦 l< Ln 1 ・ スペ 7 トル Iで灼—直旬測定し I /)_りMerr印血の Ir2.”Ek n t¢尿ビー 7 ($0 

｀チマンネ lレ）9 /.｢ HeV 而迎(7) 1勺L/J,_ /1)ず、t泉t-" -7 (/え ~7¢ がンガル） I< つ1/1てラ朕衰

＼切線しど屯 n 仄のが 1図伶 I乳fてみ?. 絣糸＇崩 1で知西）司！位(J.2 西曲て＇々札々＇ A の後雑の｛直

I乙ぶく一致した．相平拭科(tJ、 0仇f和， O、竹 La..)//)放肛能 h 比殷 L -z..束れた海IK 牛の
向え嘉i/l今布邊げ秦パカくて•あら
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4 8 4 丸灯科忍舒海水のウ 7ン含量紅ぶウラン I司イげた(2.J冗／238u) につ 997

偉育人規，気象叶） 二乞泰雄．x 杉叔ffが 0 内田雉男

九太乎升盆舒の＂月ち、ょぶ稟瑚，穀湘混台考成の考水 1こつ"マ， ウラン含皇ぉ. ~ぶ，

23汀／叫ef/ I司位体比を測之 L た。

毎水中のクラン含•重につヽl て 14 ／三色杉村 (I'Iげ）によ 7 T すてーに根危ざ大）土考

飯イ 3、4- x/0- 、 9/£ ，ク像ぶ，大坂呼， ｝t:.太平呼東評 Iこつヽ 9 11本， Ronqよ↓ （／？汀）

Wi'i son 必J_ (l 'U•) 1lt叫e. r (l  ?t 4) ケ↓こt, 7 乎灼 3.  3 x /b ーり／£ ク也が与え. 7 kl. -r 

ll ~ • 

夭然：りウラン 1司位体 (23q u 、 23;LI, 23勺」）のシ多， 231u と 23勺」と 1本 lG) じ峨史ゑ到J:届 L 1 

ll jにもかかわ｝ f,両え d) 閤に放招手術が成立し 1 \l 存 u 創ぶ，天然：水中 1：見瓜 3 k, 

z.凸／叫比ぶ放紺能比 (A. K.) 1' 企て 1,0 t/...l:.. fぁ、；と籾倍されイ 19 9 。毎水ナ，）ウラ

ン I~ 位体比につ ll て 11 2 太乎卦， 丈面呼， イレド卦 IZ ・・フ" 1 Koide. i,.釦 Idb e. r3 (I ？は） ^..I 

北極考，角太乎苛，大面弟，カリ 7' 澤 1: ?,, 1 Thu吐er (lt6'1-)が狼告し，そ 9 但 1/.

A.JZ. = t.t牛～ t l ケ イもる。壌菟｝（！？ i¢)比北太乎埓面部につ＼9 て子灼 A.R. = 1. 0 ↑と殷

告 L た。又染芹;l(... I二つ n て 1t, Bla1eい（パば）が北床兎芹ィM.. = -f .B-, 炸本(I位） 11、

雄紋瘍 1- A.R.= L18 の｛直立枝告したつ本楓告な，肴棟 Iこいきつグ｀さ行なわ A た碓克知果

1一，，， 1 。

斜料しし 1 ，走州東A 海J:..カ＇よ仏＾三援と呼 9 戎,k__ :k._ J1'j II た。 ウラン•含曼ク乗l 主にヰ，比色

琺乏， 1司位体比り兼I え lこ 1本、 人紐スヘ゜り卜 1レシ広と条/.l. if! "た。

考よよ？ウラン"}灰離に,i'祇い象姓 K し, S-ｼ Cj l頑考栄土加之, pH "k. 3 "-詞符 L

名位， Dowe.x A -L イオン支複放脂J:とち. ·l てうラン立呟着さ也 3 。 r H HCL イクランと毎

離した仇 ア Iレセナ 7`‘- J[乙加え 1, pl/= iイ祀色ゴセ—, it o,,.,メ 1. 7 0 吸光．度屯致’I 主 1 つこ

I<. 1, ,I.. J比色分村之弁った。

比色終~了後，ウ 7 ンーアレ也t ·-;'.-111.錯体と抗解し／険イオン文投椒脂 (Powex i ,x 『, "j) 

に卜 7 1 さ? Iこウラレ立月製 L 1-の-!, I 銀板(JO Al'-1/<. f) J:... Iこ覧羞し人媒源、l:. l た。を着i危

往ヒ L て It-エタ I - Iレと用 II, 7 9 床件 1土 1ダ T) 2. 00 仇A ）位〇グイ;t; ~. 2.)4-LJと zJffu り,I._ゑ灸

1t, ,/..スヘ° 7 1、ロメーターによ）淡I 定 L, A、 R. "k. ;t;:_ l'J i。

23切／ 238U 比の将、弟とし 1 11-、 スウェーデンク B1a.,,K人妹鉱ムゥ Ur"i nite..之使用した。

こり潟~疹 I: かり，，ウラン含景 4) 表珀水、イ手灼 3. s-メ IO一‘位 1· 1, J, 肴雄、ヒ仏ヒしく

A.K= 1 、 01 （手拍）か＇f{，れた。ク 7 V I司位イ床比ク鈴直ク呻 Iこつ 99 -r 1本，緩麦埠人みf付血ヒ

底乃 1 fじ A さい｛直とし'), 函兎の中f』に 1 1- I 極大イ直が見, b た。

耐に板告したグ称値とふくめ全妖糾ヒ？ l, て千内 1 'J le.) ウラン含受 k つい 1 11',桁稚

ク位ヒよく一及したぶ，f<1 位体tt... Iこつ II マは， A.fl...= 1.10 e..貨た。
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塩;.fにも｀りつウクンの 9 X/0’一年と］1 ク長 1』奔福飩闇土兎 L J時，うラン）ょ考よ中に，

If.,iｷ tマーに加千j iこと＾期＃ 1 れ 3 ぶ，文傑 l＝は？の名見， b· よ仏、 14 位祈乙 1こは，小．し

yりた匁が"·'" j。
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4 8 5 藩洋生物中0)ウラン含量と同位俯·比について

ぽ献理．気転冠） 三セ桑雄ょ· ネクオ1 行月~ 0討田 勝

目的 藩手 1~ ぁ・ 1ナ 3 ウぅンの令年 1り ウラン＾平均希筍時間 (Iむ年）~\'•海洋＂ィ盾霞返息

(10滋）に比べて免令長いへ乙・，均一て｀仄ると考えられてい「＝。 しかし三屯・杉打（1%4)

ば北尽平洋西卸ぅ毎式の海水 Iこついて阿究 L T"紐・足）海水中れウランの水平・鈴直分布が不

均一てあ 3 ことと執告した。さら（＝三を．杉打・内田 (l166) l1)司毎送の毎水中の 2呪げも

0¥ l司位体比も不均ーであ 3 ことと報告し r-::.. 這手にあ・＼ケ｝ウぅンの平均 3昂留対朋ヮ＼‘•長、，に

もかかわらず，令わが不均ーに付 3 原因の一・っとしてし1 藩洋生牛句の l勤すヵ＼’危人ら卜｝。海

洋，王的中のウラ~ Iこつヽ’'Z. I す、 これき乙·魚肉中のウラン＾含｀肴望·が若予穀告 z 卜てい a,こ

す 3" ない (A知n 由 1) 。末毅岩\iT 7' ぅ:,... ?ト:...'良＆ 6 5" 中のウフン＾含消昏＆がその

凋位｛ネ比，，，研虎飩兒て｀•あ 5 。

幻年ぶシ公：試科と約 IIOc z:"乾．婿：させに後， 愈辰火fみ~ " Iす lし｀ソ，T：中乙汲 4 I:'..し，分祈試料

とし仁。 まず環溢蔽，湿請酸のり負 z·· 油出 E 行 rす＼＇，成達： F· -,,; Z r古フッ酸麦ー雌酸処埋と行

rg., r-::. 。抽出液悸と 10 モ lしの夕品竣率度にしに 1灸，陰ィオン史唆祖蒜 D。"'ex- lx 8 e 旧， 9 z i念

4 オン史梗t行，』ヽ＇， うぅンと卜？ウヘ・ラジウム卸分がら分瑚主＿d る。得られたウぅンと

p。匹x -1x8 E I刊， I Z 了スコ 1レビ｀ン酸央危＂もと，福酸ーメ 9) - Iしの混合考媒吊乙‘·令粒積

製す 3 ． ウラン＾史量 1= lo Y Iしtナジ" -JiI.を加え乙 PH = 1 て＂うぅンー"j' Iレ己ヤヅ錯i不 e 伐

1), 660)'I¥'Jl Iこ入サぅ嗅光度t測定す 1 。比色伎ウランーア Iレ也ナヅ鉗i本と逼 s品素醸畷絆

し、 ：：：れと希心浚ーエ 9 I - Iレ老絣、中乙・直径． 3 c氾の合技.t.. 1-::. 、え50 叫， IS V "'令f手乙" 2 吋閑

竜羞さtこ0(緑弄と加氾し rュ 0 ()\絣危＾エネ Iレぎ＇＇ー測史に 1石 256 今ャ:,_ネ Iレの波~島分竹器と

RLC ^ 下足sk sC.ree八炉4 ↓心山b虹と）可“区 o

結果：分祈結果と表に示す。

ウランの含有蔓，.';;毎蒸9 で 1で 0.5 ~7 X l5"i／手， フ°ぅンクト ン Z" I す 0.1~ 18 X IO-?g/f j厨の

肉 z•• は紅 X IO-18/g t•ふる。 したがって表謹 1系数 I• 藩落て 13 1q ～え30, フ゜ぅンクl-ン℃" 1 す

1 30 ~Goo, ;らに貝 (7 サリ） ＾肉で l3 え0 1= r.f ~。 Aむl'L(lq 61) Iな魚）芍中のウラン＾含層とし

て o. ← 9X IO-89/9 t与えてち・リ』 ::4'-- 1-;t 3農維iィ系紋 5~IOO Iこ高'K l.

つ了｀．に毎藻中のウぅン含量と，各—々"'乾漁体に対す 3 灰分＾割合（）リ 8. & %, -，，才サ

16 1o, ヒ？｀｀'{ 41 名）とと比べ．こみ 3 と， 反合＾渚ヵロととも I= うラン＾含呑倦も瑾釦pす a f項

向 0ヽみら卜ぅ．

ュ丸」と 2州」の国 1立ぽ比 1す放射能文 (A ュ狂ulA 戌u) にして渇姦乙" lさ I.o 1~I. 17 1 7° ラン

クトン乙＂ Iさ 0.95 ~I. I 6, 貝乙" 1さ I. 心と、，う値が得ら小たっV 、 こからの項，”思境未 1c ；； 1 す 3

ウラン国位i辛たと乗り定誤差の範田内乙・一致しt=.

ウラン＂ ；毎ぅギ生初にお 19 3 邁縮 1系数の大さ、 9 ：：：とからめて，海洋生物 oI•海洋 I" お 1ナ 3 う
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ランの合升に影響を与え"1'. ''3 こと，す B月らかであろう。

種， 麹
ぅぅン含暑 濃縮f年数~ 放加能北

遥qfん・的y CF 炉允／A2~u

海蒸

マサクすノリ 0.4G l'l 1. o q士 0. 01 

ポタン了オサ 2. 2. 76 I. oq土。oz.

ヒジキ 6. 7 2.30 I. 11:t 0.03 

フ°ランクトン

珪痘（紀伊；中） I&' 600 1.11 士 o.9 l 

珪碁（楓醜哨） 0. ヽ1 l qo o. q5 土 0.06

棧醐麹 4, 3 l う 0 I. IG.t 0 、 03

貝

了ウy．定..-又a l. r 60 I. O!, 士 o.os

閃 0, 55 2-0 I. 05 :t。.o5 

屯内中の遺閲
CF = 逹 9I<中の遺度
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4 B 6 両 9l<._ 1手の？釘 23l について

菟象砕 三宅泰虚 0 葛城｀幸雄 杉村行勇

pu-237,1 $7- ?0 なととともに人体に対す 3 易厖fの大き l)核棧であ 3 から 1'均水中の径匈

の割定 lす 5y-f o I Cs ー／ 37 等と央に重忌であ 3 。

われわれ 11 5y -70 ノら／37 r/J i鯰/:！秤 I た｛のと企ーの訳料含用いで I I Ni!'砂和丙

水と茸T-桑守の位u- :i. 31 の ;011定ど行った。

。今枡操4 下

和l＼ゎ• f v-森冗経を蓋餐乾困したのち／その残i豆かウ氏／』／ま今筵（マミれき？“＿23? 9 

今祈叩畝‘料とす 3 。

Fぇ I Al 違殷Iす 1-I改峻性と［数I豆差茫乾l司を (1) 返 L て 5以 z き除去す 3 つ最後,,茎紫
乾 l団 l た 1 のきg N H 1../03 ／⑰ m.J （：：溶解す 3 。 ：：：水／ミ臭素或ヵリウムを加え／危さ兌令

l：：千僅な,, L f, 1応酸化す 3 。応ォン交換掏脂診りが l X2 ro-/00 メ ‘7 ;:_...ュ（歪ク切m

応 10m" No3 形） 1-= 戴料落液と通す。

F~, A.Qの全苛，稀土翰元案の大鬼和瓦ウラ ;:....-1 アクチーウムノ十ュ 9 ウムノアメリレク

ム等は政蜃さ小っミと令く今溶阻tホ 3 。 'iJ1'l H-N03 で＇樹脂と泥i争 l 巨のち汲（: IZ NHば

でi危 1會す 3 。稀土類元東／トリウL,'守麟/:::除五 3 。

昧着←小 F Pu(Nr) IT o,rN I紅£て＂溶離［たのち茎皆乾 l司し？u の電癌を行7,

。 Pぃの電着

ゃU の 1竜薦 1= 17 至 3 0 """""Jステ:;.. (....ススチー IL 扱ど用"店。笙粒乾困 L 尺試｀科之紅 1-1N03 

I ,,.J,＝澪解し E のちミれ吝竜解七 Iし 1ミ手夕す。 e‘ ーカー／な少餐の水て•敷回iも‘争 L r= "Jちi免i夜

g電月いセ IL/> 誇す。最後の涼没屋 I9 f m｛と T 3 。メ'f- Iしし｀7 ドさす紅禾秦としてア＞モ＝ア

水で年和す 3 。暴初の 2 か向電'I＇『L2 A ，危厄紅 V でそののち£ク今 Iオ／ A 1 4 アて婚着

を行).電羞の 4文平 1 1- 6 0 今電羞しに虎令／ゆ士 3．之/o ?·あフた。全帝を通 l ての 4t学的

牧牟け 仮え土 7 ／をであ 3,
。 ?u -.2.3 1 rlJ o<.線汲，）主

測定据として I• ;i_たがス 7 ローカI) ;:;..ター (Alo仏）あ•よぴフリ｀7 ;:__ユ· ?"リフト・チエ

ン／ゞーと R C し社／＼°Iしス／、イトアナラ 4 サー（ユf 6 チヤ:,...ネ lし）ときくみ令 11 せた A 稼7，

へ？ 7 トロメー 1 -苫使用（た。 I'到む彗 11 :2.た1}"?'7 0 ーカウンター,/}, 4？玄ノバ梯7，ヤ
クトロメー？ーが店、o；；；であフた．玖椋スヘ°クトロメー 9 - 7‘• iil}定（た季戸果／ウラ.:,.. I 

トリウム同直体与叶彩樹 Iす／手と人と••旦i視 l f号 3 ：：：：とかわグ‘った。

o 渇II 主系百呆

／？ぽ年 3 月から／2.月 7 での農京にお It 3 叫23戸碕 F晋 It CJ,なん疇“とであった。 又

和ーユ汀／夕Y-]0 吃 Iプり｀ / ~ 2 、 3 X ゥ範困で乎的 L で約メユ．Z であ 3 。：：のf盈 11 アメリカの
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叫［扉tuJ.e So. m 以i?1] p r()が＾”て ／？J吐遠｀汐国内で痒松オ小た詞‘科/0 っ I, 7 

の Pu-m ?/分 -7p ttq f直 I` 7 ~2.2 % I!)/な`‘f直であ 3 、9
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4 B 7 本秤却I I 水中のトリウム）司位仇刃存在量

気象研 東敬大米 三宅泰雄・杉村行勇 •O舟島忠房米

目的

トリウムには天然f=: 6 種の同位体が‘、あゐ力＼｀‘、その中で 4 種 :z34Th, 232圃ヱヨOTh, 22tTh  l字

2O B 以上の半環期をもっ。 2呼Th と初3PTh は 239U 租列に，・::,32 和と之叶h I古 2町Th 系列に属 L ている。

最近戌四ケ如グらはソ連弁の登水について 炉五 IA 212 Th=  /、'I-. A 四Th /A 咋勺h

乞メ0 (I値之報岩 l た。本報告で 1本、本秤~ /IJ大可 l11 水中の． トリウ A <1)含量とトリ内ム同

位体比 1-::. ついてのへ‘‘る。

介祈率

須川水（400迂ooJ,)は芽界,,し. =戸液からラ岩存トリウム吝，残哀から懸環状トリウムむ分析

L た。魂存トリウムは、鉄の水酸化物との知←濃雑し．希胡醸で表解した。 トリウムの

単離に忠硝酸ーメチ／レアルコールラ毘合亭媒系（／0% 切 HN03, 9oｾ CH30H) による豫イオン

交換 <Do止奴 IX 守 1 ゆ～／砂灰“ん、 MOJ-f庇り左用い戸。このときトリウムは選択的に豫イオ

ン交換祐脂に口及眉される。 I M 硝酸で翠陣 L たトリウム 1,1; Ir M 胡酸酸i｀生とし，再な険イオ

ン交禄しで床青製 L F-。

懸環拘中のトリウムについては、 手す｀喝気火9 中でラ戸紐古 700°e で戻 4とし．残環戸塩訊誼

酸ぉぷ次‘井化＊素酸で処翠 l 巨後、傘存トリウムと同様に単謳，精嗅した。

/?ti年 1：：採取 L た試料は．現地で•巧戸遥 L た後、蒋艮イオン大将ま仔ない，クぷM茄款で璃腐租

L 杞屯のである。 これらの荷酸津液厄険イオン交換揺脂 <'.D四玖／xt，知～／lJO加dl,ox心必弁心

に逢 L. l? H 塩該でトリウム左璃証 L f-:.。研酸ーメチ lしアルコール環合考媒系で再な‘豫イ

オア戻将澤：行ない、トリウムを精雰 L 巳

唄l＼定

精製 l たトリウム 1-;;: 、塩酸ーエタ／ール衰媒f,: <'.か L, /屁況A, /S-7T, I 既間で白金板

（直径 3 ⑱)..1::. 1：：：電着し．寸謡紅環Il定左行なった。 ふ繰のラ皮高介析 1：：： ／す．丁邸凶 Lab，製の

恥 5虚砂彩乙付ぎ雹離函左検生窓I<. l 戸 RC違叩チャンネル，今童須魚介析淫さ

用いた。棟出惹の効率は 3ふ？％であった.o

トリウム(/);ft券命収宰ほ丞祐左トレーサーと l て用い末定 L 色。収率 1す乎組ヂが 3%, 範

囲 1-a:ざ、 3 ％へ芦｝ ％であ 7 巳

結果艮な｀茅索

トリウム同伝伸（:Z32Th 1 230詞=ltTh.)の含昼として 1守．加重平均として．それそれ 2が

／戸％ ,2,2)(/0―/3弘 3./x /0ー／7 初が｀＇得られた。利課JI\ d)退声，慰濁物中のトリウム含量中
I ..e当リ遠存トリウムの Z 毎であ')、考IIII＝よって環考に運 1-.t‘‘水るトリウムは．ゼ o 半分

.J.'人J:: 1Jヽ•畏号蜀勅］として運 1-,i水ること左示 L ていろ。
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ュ30Th と 232花の放射能比は平均／、4 土ク37 とな

った。 このィ直は． 日本<I)地来吻頓中のゥヲン

とトリウムの含量か；；子徳さ水る値とほぼ‘―

致する。

四Th k 232 訳の放術能比は．平芦 12.:I: /1 で｀．

泣n 1iヽ、ユ迂 Th I= .l:l::べく大惑梁lj I：：なっている。 zぬ布

<1)壊変 l：：よリ岩石や土瑛中 I= 生じ‘た磁 Ra が‘‘逗

択納に戎ぼされ、 その綿果珂/IいK 中の工町石の

嗅酋が•高くな，たものと兎われる。

懸珊状トリウム同位体の放射能比は．コ30m

/232Th = O.<t()戎Th /コ3吋h= 厄’であった（禾1|

旅） 1| ）。辺Th ／年Th の値か‘‘ラ磨存トリウム中の同

底件比と瞑なるの I~. 懸濁物中のトリウムは

岩石ヤ土錢をの細戎之主に反映しているためと

考えられる。
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表 1 う可 III 水中の表存トリウム

司）1 し名 放射能、J:t 232Th 含量

呼wzmTh 之mTh1平 x/0-f ｾ 
石麿Ji\ メク か、r 必<1'7

最上） 11 /. 2 a紅 メ2
北j::_ )1| / ? J7 ふ7

信環）lI /` ? ぷ＃ ふ7

禾1 根 111 メ4 /C> メ3

木曽川 /..# 仄 2 ス、3

或）II a匁 ク、¢ チ、か

吉野 11/ メか 3# ぷ？

担 )1 | 広ぶf J":2 咲か
筑後）ll メ（ l.t 3、 I

平均 メタ /2 ふ6



4. B 8 オ三回屯知核実験，：とも的放射性 7ォールアウト lこついて

x 三咤泰碓ノ猜縞肱手，為t底幸庫ノ
丸製み了．＂文人競 0令未．吐手ノ 杉打行勇ノ内田哲易差

ず 3 回f共核実採 Iス／ 7（¢弁 5 D 7 B/7 時 (B 本叶旧） 1：前国ヒ同様ダクうマヵン砂

ぅ姜にお LL てみこ「；；；われた。抜輝"/.タJ)主2, B 役，こ，氣象研究灯1奪肉放射能輝窒っ凡
...t... C / oo -m.,2) ガヽ 5 I 粒的 3,000 ～タチも000 d.p'l>'l,り米り手 3夕朱1L e 1繹しノ俸イオンおよ
び＂「会ィオン史挽ぅ出 Iこよ）放射化弔幻h tみこなった。夕月 25 B i見社の令杵経集と，．包直

手によ｝ U-23夕り今製 I：肉す} Hu以五ノー Ba.“丸っ核今蟄後／¢ B f直t比牧しif表 I:

L め 1 ・
オ／表 オ 3 国戸濯‘史躾 I：よぅ穿下私手っ今研玲手

(I 7(,（守 S 月 2バ現在）

樟樟 今竺 Huれ恥 -Ba“丸

Np-23 7 
u -237 

o.s ｼ 
0.7 

Mo -71I T£ ー／32 ノ Ru ー／03/ /06 よ／

ZY-75, Nb-7S /4 } 

S r -8], 70I Ba ー／40 6. I 

奇工麺厖士 戸•6

//.2 劣

J.4 

2/, 2 

吋， 3

落下私手 I：み，「直応釣誰 l：ついて 1ま，新瘍入学 ml叫幻火麟立放射球中虹位

fh "}よ室(tらによ）毅令されているが,こ")今平縫,,よれば',奇遺丸 Z臼夕•Nb”
ll"濃縮され全体" i7 % E （めてい a 。 Sr-97/B¢•Iチ0 f7J tt,t 0,/之て99/ H幻必心Ba必？辺

のふえ「： Srヮ／民／チ0 比の 0, 3夕 (I(B f直）ょ 1 小さい。

前2.回のオ亥寛朕，こく 5 べて U-2i7 り含骨「に,.:入さ r；；；差が「ょいが，今国のも") 1ま Nr-237
")含骨が低ぃことが行微であ 3 •中央り-:t' I 国かう-;r 3 国iで•りオが実g受による U-237 ヒ

Np-23J "含骨と U-237/Np -231 っ比 E / j:暴苓後 5 B 'C. 7 9 のf直J:直 l て比ftす｝ tが表っ
ょう，：「スる．

オ 2 表

中共ネが実験
湛発復 B表
介祈拭耕
u-Z37 (%) 
Np-231 (%) 

U ？乞巫一231

中央様索数 lこよる放船牲Jオー1レアウト") u-四7 ヒ Np- 23Jの含を
牙／国 井え国 ~3 国

”1 B 
麻下唐 ___ 虫
2.5 

b1-.o 

0,0 千

172 

/.o 
3/,2., 

0,03 

タ B

粒子
O、 6

み］

o.z 

Z B 

o.8 

みタ

0,3 



Nr-2l1 ほ低逸 I↑ 4生手で•でき， U- 2. 37,. あ池中拉手でできる． Npヒ u 'Cがその化牛的t.4主復
り角j似かう同じょう「コかl応..森下粒手 1: 晶まるヒすれ 9云', u/Nr ，大き、， 9まと'·堪莞防の手

位手弓工井 Iレキ99 ーが入さ、、ことt l めす。

掛まq r私K について｛ま，本亥尖身戻の影塔 Iま／，夕 0 役ぅ汀／I B 手阜舟ク／和にあらわれ「こ。f今

叔む S□7, S□0 および'• Ba-I40 のう叩 ‘l 定t応「まつ「:. r今k 守っ B4-f40/Sr打北
り麦化の曲媒は， U-2,s "'翌和生手によ｝芥亥今裟 l，対し H幻ょa- Ba以五り手廷

底／40/sY-9？ の比り滋豪麟とよく一叙してみ）， とり 1亥度易戻が U-235" d)ネ亥今裂,,よ
3 ｛りであるこ\:: {'! L めしている。

f条水ナの Sr’グSr70 0)じt 1: ついて（ま， 5 月 II B,, 最初，：到達 L 「: f経 0 Sr -n / Sr-?o 北
は 3./ て..雌史的小さく，むしう§月 2幻 B ~t A I e 1 こ 2 回日 1: 到達ノ l 「ことき最島f直（／o./)

這 L f：：。夕00 ミyパー Iレ lこみ 11 る塙粒線1. l らベン放船位ちyがこの，島歿_e 偏ゅ凡で運

ば爪たこ℃ヒたしかめた。定、し平ヒー用し rこヒぎり朽わり乎均の速度ぼ 25 竺／也しであっ
た。更 I:£ 月 2o a 頃/: 3 国目が到達し，この知 Sr-9?/Sr-?p比 r広j,)であった。
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4 B 9 亜釦ァマ IVが凶邊元による咋Fe（正）の生戒機•祥

静岡大杖射化珂 0 神原畠尚長谷Il1 団考腐藤｛旦，杉山葵加う

1) 目的

醸4生溶液中で｀ 3 ｛函の放栢検鉄（s-qFe (llL}) と亜鉛アマルがムとふって 5午e位）に還冦固製す

3 序 I：：そが容液叫膝仕度ぁよび担イ本濃度の影官I：：っ II て｀＇iまで転告してきた。

今回は， ｀m.げ蓬紅寺（＝あ•I↑ 3 光およが塩苓イオン：農度 1 影響につ｀＇て検討し，がわ
セて ”Fe(I) 0)生残｀褥楕（：：：っヽ 1 て若干っ汚容を行った。
2) 方法

2.1 訳料：用いた加和戌l さ Un.iort C.arbi de C。porati o11.隈の屯の互仕様言 I：：よると

枚射貪街農度 2.I IllC i /nfl.，比放射能双紅WtCi/gの 1 1 であ 3 。 ：：の硬訳料t bN Hば 1:::9容1)1

し， ェ午 IV エーテ IV袖出法 I：：より料繁した。 屯(l[)は 0.1 N HUぅ窓液としてイ昂なし直 lI に。
2.2 試母・・イ更用し在訳呑ばすベ・て特釦戸，水 l ;f: 3 回精繁水と用いた。怪鉛アマ Iレガ＇ム

は常去によ 9 繭徳 V 在。

2.3 守心IP 還元法：無色およひ‘褐色の小林一中国式邊：元吾中で｀守心）ぅ容液の一定骨（
HCむ容液）と遜食じァ~ IV ザム（5"oa) とダ令向ふったのち，試料ぅ容液をアマ II/ガ‘ムと令海し

瓦

'.2.4 屯(n) と屯（11I) ゥ令維：アマ［レガ｀ム処理し耳試粍容衰 1本 d，J-'ジピ 9 竺 1レを含む

約研 5 の利廉侑滋液（西箆酸ー酢酸ナトりウ 4) に V本加してキ l 含矢イオンを錯化し E 0)ち，

F年） 豆釦配少着む命加しアンモニァ＊で宝(OH)35'1:殿として逹II!:/令紐5 した。匁滋＇;t O./N

訳fl. I：：ぅ容軒後， r線用シンチレーション計恐：器で訳数｀しE,.. J:. s登表につ"て丸同叫讀t殺

t行っr:-.

3) 結果

3.1 還元収学と塩酸壊度との肉ィ至：一定号が杖布祥鉄 (~dll!)) I＝担俸 Fe(.l1[) た加えそつ

濃度を loor/m£ とし E試料［こつき， そ") t且酸ぅ農度を要えてアマ（レガ‘4 這元した。その手吾果

ばFi3. l l ：：大す通りである。

3.2 塩化リチウムシ恭カロd)影嗜：

アマ 1レガ｀ A 還：元 B寺バ且琴農度を O. J N 

醗性とし，積々 1 壕度") j;盈化りナウ

ムと漆加したとさの収年ぅ度化之し

らベf-::。 そ")釉畏ぱ Fi含.2 に示す過

')であ 3 。 まt~同様に直酸ぅ農度か｀‘

0.5N Hばの喝合叶告果を F;3• 3 i::: 

示す。

100 

~o 
•--• 

も
60 

4
0
2
0
 

舟
以
歪
触

o 無色逗t居
△鳩釦覧元藩·

゜0.1 o.!> 1.0 2.0 

Fig.I 邊元収年と直§知繋育 (NJ 
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祉
塁
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咄

゜QI o.s- t.o • 2.0 3.o 
LitR. CM l 

Fi 9 ・ 2 塩い砂知知n叶影堺
(O.INHCQ.魂滋）

o, • は Fi ~.I と同様

l00 

go

6
0
4
0
2
0
 

N
)
"
吋
ぷ
は
疇

゜o. I o.s- 1.0 ~.o 3.o 
Li Cl. (M) 

玲 3 塩化リチ松：知0叶影宵
(OSN H te.ぅ容液）

3.1 光の影t: 3.1 古・よが 3.2 9 場合／無著色古ヽよが褐色蓬た皆を使句し在峙 I：：，和•
I, 2, 3 がら光の影字が無視で｀さなヽ 1 ：：：とが・わかった。

4) 考窄
平＂和舌男から，ぉ苅't•ね”氏は） の収幸（ Y) と塩酪農度ぁ 319 r31盆食イオン濃度ゥ

対数（ら： CHC、または与Ccr) と＂虹 l直線肉知示すことがわかった。これは 3 億

”たの化学彩 (Fe(OH)”, Fそ心 Fべ正）辺酵化逢這扉 (E) ゥ斐化が＂ E ~し9缶 l亙）
の叫と祖似を示すことかう妾当であると推定しf専在。

詞r,I・アマ 1レ1J公逹元され 5 棧積としt，亜鉛這祖

2 玩(1[) -t z >t—• 2Fe （江） + Z 11. llI:) (I) 

長＊

F.e.(]Jl) + z11. -- Fe(:a:) +Z>t (][)(2.)  

また生放‘した Fe（江）力‘• 99Fe(11[)と電炉食夜っ交瑳及応が同時に起りf尋 3.

古・よび｀‘

とされて、、 3 。

すなわ万
J 

＊長（11[） + Fe（万）ー→士(I) + F心） ( 3) 

これうの尋実は， I盈舌イオンっぅ条加によ 3 収年ぅ要化苓，よび光→景渭りク (3)., 反応

が収年に対して無戎出まないと危えられた。
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講演題目および要旨は，すべ

て原文のとおり印刷いたしま

した。


